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一
　
新
株
公
募
の
普
及
と
間
題
点

　
新
株
の
公
募
と
い
う
場
合
の
公
募
と
い
う
言
葉
は
、
一
が
ん
ら
い
法
律
上
の
用
語
で
は
な
く
実
務
上
の
用
語
で
あ
り
．
新
株
の
発
行
に
当
つ
て
何

人
に
も
新
株
引
受
権
を
与
え
ず
、
不
特
定
多
数
人
の
う
ち
か
ら
株
主
を
募
集
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
会
社
の
役
員
、
従
業
員
、

取
引
先
な
ど
の
縁
故
者
の
み
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
縁
故
募
集
と
呼
ん
で
お
り
、
実
務
上
は
こ
れ
を
公
募
か
ら
区
別
ず
る
の
が
通
常
の
よ
う
で

　
（
1
）

あ
る
。
商
法
は
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
、
法
律
ま
た
は
定
款
に
別
段
の
定
が
な
い
場
合
に
は
、
会
社
は
多
数
人
の
う
ち
か
ら
株
式
の
申
込
を
受

　
　
　
漸
株
の
公
募
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株
主
保
護
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（
三
七
一
）



　
　
　
新
株
0
公
募
と
株
主
県
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
三
七
二
）

け
、
競
合
す
る
申
込
の
う
ち
か
ら
割
当
自
由
の
原
則
に
基
い
て
割
当
を
な
し
、
新
株
の
引
受
人
を
決
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
商
法
は
公
募
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
締
役
会
に
新
株
発
行
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
昭
和
二
五
年
の
改
正
以
後
に
お
い

て
も
、
株
主
に
新
株
引
受
権
を
与
え
て
発
行
さ
れ
る
新
株
の
全
部
を
割
当
て
、
し
か
も
こ
れ
を
額
面
額
で
発
行
す
る
の
が
通
常
で
あ
つ
た
。
従
つ

て
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
の
公
募
は
、
せ
い
ぜ
い
株
主
割
当
の
際
の
端
株
や
失
権
株
の
処
理
の
た
め
に
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
昭

和
三
一
年
以
降
こ
の
公
募
が
次
第
に
行
わ
れ
、
株
式
市
場
の
活
況
を
反
映
し
て
、
昭
和
三
五
、
六
年
頃
に
は
か
な
り
盛
ん
に
行
わ
れ
る
に
至
つ

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
昭
和
三
〇
年
七
月
の
商
法
改
正
、
小
刻
み
無
償
交
付
の
増
加
、
昭
和
三
六
年
一
σ
月
の
第
二
部
市
場
の
開

（
5
）設
な
ど
種
々
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
．
こ
の
新
株
の
公
募
が
今
後
ど
の
程
度
ま
で
流
行
す
る
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
株
式
市
況
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
巨
大
な
資
本
金
と
株
式
数
と
を
も
つ
大
会
社
が
続
々
出
現
し
て
ぎ
た
現
在
に
お
い
て
は
、
資
本
金

と
株
式
数
と
を
ラ
ウ
ン
ド
ナ
ン
パ
ー
に
す
る
た
め
に
は
．
新
株
の
発
行
に
伴
う
端
株
の
公
募
は
避
け
ら
れ
な
い
側
ま
た
、
株
式
市
況
が
不
振
の
と

き
は
額
面
額
に
よ
る
株
主
割
当
の
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
も
、
市
況
が
上
向
け
ば
当
然
に
新
株
の
時
価
発
行
の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
る

（
6
）し
、
そ
の
場
合
に
は
、
・
株
主
割
当
に
つ
い
て
は
従
来
の
慣
行
か
ら
こ
れ
を
一
気
に
時
価
発
行
へ
も
つ
て
い
く
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
新
株

を
公
募
し
な
が
ら
こ
れ
を
時
価
発
行
す
る
と
い
う
方
式
の
併
用
が
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
．
新
株
の
公
募
に
よ
つ
て
株
主
の
割
合
的
地
位
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
注
目
し
、
株
主
地
位
に
著
し
い
影
響
を
生

ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
公
募
自
体
に
つ
い
て
何
ら
か
の
制
限
が
認
め
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
株
主
と
し
て
は
そ
の
割
合
的
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に

い
か
な
る
手
段
が
許
さ
れ
る
か
を
中
心
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
。
従
つ
て
、
ま
ず
公
募
が
一
般
的
に
株
主
地
位
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
，

ま
た
、
実
際
上
公
募
に
当
つ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
諸
形
態
に
お
い
て
、
株
主
地
位
の
保
障
の
た
め
に
い
か
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
か
を
順
次
に

考
察
す
る
。
同
時
に
公
募
が
不
公
正
な
新
株
発
行
に
該
当
す
る
場
合
の
株
主
の
差
止
請
求
権
の
問
題
、
公
正
な
発
行
価
額
の
決
定
と
そ
の
維
持
の

た
め
の
問
題
点
、
更
に
取
締
役
会
が
も
つ
い
わ
ゆ
る
割
当
自
由
の
原
則
の
考
え
方
な
ど
を
検
討
す
る
．
な
お
、
従
来
の
公
募
の
う
ち
の
大
き
な
部



分
が
．
証
券
業
者
が
発
行
さ
れ
る
新
株
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
買
取
つ
て
、
こ
れ
を
一
般
投
資
者
に
売
出
す
買
取
引
受
の
形
式
で
行
わ
れ
て
い
な

が
ら
、
し
か
も
こ
の
買
取
引
受
の
効
力
を
め
ぐ
り
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
点
、
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
残
株
引
受
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
検

一
討
を
加
え
た
い
。

　
（
1
）
　
証
券
取
引
法
上
の
有
価
証
券
の
「
募
集
」
と
は
「
不
特
定
且
つ
多
数
の
者
に
対
し
均
一
の
条
件
で
、
あ
ら
た
に
発
行
さ
れ
る
有
価
証
券
の
取
得
の
申
込
を
勧
誘
す
る

　
　
こ
と
を
い
う
」
（
証
取
二
皿
）
か
ら
、
そ
の
点
で
は
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
公
募
と
同
意
語
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
、
け
れ
ど
も
、
大
蔵
省
の
実
務
取
扱
上
は
株
主
割
当
も
「
募

　
　
集
」
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
立
場
を
と
る
と
、
証
券
取
引
法
上
の
「
募
集
」
は
い
わ
ゆ
る
公
募
よ
り
も
広
い
概
念
と
な
る
．
な
お
、
山
一
証
券

　
　
調
査
部
「
増
資
の
実
務
」
二
七
三
、
二
七
四
、
三
一
四
頁
な
ど
参
照
．

　
（
2
）
　
上
場
会
社
、
店
頭
会
社
に
お
け
る
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
間
の
増
資
状
況
及
び
そ
の
う
ち
で
公
募
が
実
施
さ
れ
た
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
山
一
証

　
　
券
調
査
部
「
増
資
形
態
の
回
顧
と
展
望
」
商
事
法
務
研
究
二
五
三
号
八
頁
、
三
二
二
号
九
頁
よ
り
引
用
．

増
資
実
施
会
董
有
償
払
込
額
合
計
套
実
璽
万
藪

有
償
払
込
額
合
計

株
主
払
込
金
額

公
募
額
面
金
額

プ
レ
ミ
ア
ム
金
額

昭
和
三
〇
年

一
四
三

六
七
二

三

二
・
六

丁
八

O
・
七

○
・
〇
五

昭
和
三
一
年

三
六
一

．
一
、
七
九
一

四
五

二
六
四

二
一
三

三
五

一
六

昭
和
三
二
年

三
五
九

二
、
〇
五
一

四
八

三
五
一

二
九
七

三
五

一
九

昭
和
三
三
年

一
九
六

一
、
七
二
七

三
二

三
八
四

三
三
三

三
二

一
九

昭
和
三
四
年

二
三
四

一
、
七
六
三

六
二

五
二
一

三
七
三

四
七

一
〇
一

昭
和
三
五
年

四
一
四

三
、
四
七
三

＝
三

一
、
三
六
〇

一
、
〇
二
五

一
〇
二

二
三
三

昭
和
三
六
年

六
三
五

六
、
七
三
七

二
九
二

三
、
六
二
一

二
、
七
一
七

二
五
五

六
四
九

昭
和
三
七
年

五
九
六

五
、
九
八
四

一
八
○

七
九
三

五
四
〇

四
五

一
五
〇

昭
和
三
八
年

五
二
七

四
、
〇
三
〇

一
四
〇

七
二
二

五
九
〇

三
一

九
一

圭
ハ

　
　
』

株
主
払
込
金
額

　
　
　
　
一
・
八

　
　
二
一
三

　
　
二
九
七

五七〇三三
四一二七三
〇七五三三

公
募
額
面
金
額

　
　
　
　
O
・
七

　
　
　
三
五

　
　
　
三
五

　
　
　
三
二

　
　
　
四
七

　
　
　
一
〇
二

　
　
二
五
五

　
　
　
四
五

』』』』』』』』

プ
レ
ミ
ア
ム
金
額

　
　
　
　
○
・
〇
五

　
　
　
　
一
六

　
　
　
　
一
九

　
　
　
　
一
九

　
　
　
一
〇
一

　
　
二
三
三

　
　
六
四
九

　
　
　
一
五
〇

』』』』』』』』』
（
単
位
億
円
）

新
株
の
公
募
と
株
主
保
護

三

（
三
七
三
）



　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
三
七
四
）

（
3
）
　
昭
和
三
〇
年
七
月
の
商
法
改
正
に
よ
つ
て
、
株
主
以
外
の
者
に
新
株
引
受
権
を
与
え
て
新
株
を
割
当
て
る
手
続
が
厳
格
に
な
つ
た
た
め
（
商
二
八
○
ノ
ニ
∬
i
W
新

　
設
）
、
そ
れ
ま
で
縁
故
募
集
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
相
当
部
分
が
公
募
に
切
替
え
ら
れ
た
。

（
4
）
　
昭
和
二
六
年
に
株
式
会
社
の
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
．
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
に
よ
る
無
償
交
付
が
始
ま
つ
た
当
時
は
、
割

当
比
率
も
大
幅
の
も
の
が
多
か
つ
た
が
、
昭
和
二
八
、
九
年
頃
に
は
企
業
の
金
繰
り
の
悪
化
か
ち
、
配
当
代
り
に
再
評
価
積
立
金
に
よ
る
無
償
交
付
を
決
算
期
に
小
幅
に

　
実
施
す
る
と
い
う
慣
行
が
現
わ
れ
、
更
に
昭
和
二
九
年
に
制
定
さ
れ
た
企
業
資
本
充
実
の
た
め
の
資
産
再
評
価
等
の
特
別
措
置
法
が
、
こ
の
小
刻
み
無
償
交
付
を
側
面
よ

　
り
促
進
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
会
社
の
資
本
金
や
発
行
済
株
式
数
に
端
数
が
つ
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
ラ
ウ
ソ
ド
ナ
ソ
バ
ー
に
す
る
目
的
で
新
株
の
公

募
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

（
5
）
　
昭
和
三
六
年
一
〇
月
か
ら
東
京
証
券
取
引
所
に
第
二
部
市
場
が
開
設
さ
れ
た
が
．
そ
の
開
設
ま
で
に
店
頭
売
買
承
認
銘
柄
に
な
つ
て
い
れ
ば
、
第
二
部
へ
の
上
場
が

　容易に

な
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
こ
れ
が
昭
和
三
六
年
に
公
募
実
施
会
社
を
俄
か
に
増
加
さ
せ
た
原
因
と
な
つ
た
。

（
6
）
　
新
株
の
時
価
発
行
が
行
わ
れ
た
場
合
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
水
田
耕
一
「
新
株
の
発
行
と
株
主
の
権
利
」
法
律
時
報
三
三

巻
二
号
三
六
頁
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

二
　
新
株
公
募
の
前
提

　
現
行
法
は
い
わ
ゆ
る
授
権
資
本
制
度
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
定
款
に
定
め
た
会
社
が
発
行
す
る
株
式
総
数
の
う
ち
に
未
発
行
部
分
が
あ
れ

ば
、
原
則
と
し
て
轟
役
会
の
決
蓬
よ
つ
て
新
株
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
（
嫡
云
。
）
．
取
締
役
会
箏
の
場
合
自
由
に
新
株
発
行
の
時

期
、
新
株
の
数
、
発
行
価
額
な
ど
を
決
定
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
割
当
権
限
に
基
い
て
自
由
に
割
当
を
な
し
う
る
か
ら
、
発
行
さ
れ
る
新
株
が
い

か
な
る
条
件
で
何
人
に
割
当
て
ら
れ
る
か
に
よ
つ
て
、
旧
株
主
の
地
位
に
何
ら
か
の
影
響
が
生
ず
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

新
株
発
行
に
よ
つ
て
旧
株
主
の
議
決
権
、
財
産
的
分
前
が
低
下
す
る
の
を
防
止
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
株
主
に
新
株
引
受
権
を
与
え
て
お
け
ば
足
り

る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
．
け
れ
ど
も
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
株
主
に
新
株
引
受
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
い

か
に
し
て
株
主
は
そ
の
地
位
を
維
持
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
株
主
地
位
を
擁
護
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
第
一

に
、
頚
壽
編
す
る
嘉
の
発
発
整
総
会
に
留
保
茗
ξ
芳
蒙
考
え
嚢
る
（
漣
翻
釦
卿
二
）
．
第
二
に
、
窯
莚
勇
会



社
の
発
行
す
る
株
式
総
数
の
全
部
を
発
行
し
て
未
発
行
部
分
を
無
く
し
て
お
き
、
新
株
発
行
の
必
要
に
応
じ
て
、
株
主
総
会
が
定
款
変
更
の
手
続

に
よ
り
、
会
社
の
発
行
す
る
株
式
総
数
を
増
加
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
第
二
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
授
権
資
本
制
度
を
と
る
現
行
法
の

も
と
で
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
立
場
も
考
え
ら
れ
る
が
、
通
説
は
こ
う
し
た
取
扱
も
も
ち
ろ
ん
差
支
え
な
い
と
解
し
て
い
る
．
こ
の
よ
う
に
取
締

役
会
に
新
株
発
行
の
枠
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
授
権
の
枠
を
増
加
す
る
株
主
総
会
自
身
が
新
株
発
行
事
項
を
決
定
す
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
ら
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
方
法
は
実
際
上
は
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
特
別
な
方
法
を
と
る
の
で
は
な
く
、
現
行
法
が
予
定
し
て
い
る
授
権
資
本
制
度
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
場
合
、
未

発
行
部
分
は
発
行
済
株
式
数
の
四
倍
を
超
え
る
こ
と
馨
婁
い
と
い
島
緊
（
誰
慾
ハ
n
◇
、
株
主
の
地
位
の
保
障
に
い
覆
る
役
割
藁
す

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
制
限
は
昭
和
二
五
年
に
授
権
資
本
制
度
を
採
用
し
た
際
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
あ
ま
り
に
大
き
な
授
権
の
枠
を
取
締

役
会
に
与
え
る
こ
と
は
株
主
保
護
の
点
で
望
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
際
、
昭
和
≡
二
年
の
改
正
前
商
法
が
株
金
分
割
払
込
制
度
を
採
用
し
、

そ
の
四
分
の
葛
第
彊
払
込
嚢
四
分
の
妻
未
払
込
モ
て
い
た
こ
と
が
（
解
、
一
一
壕
聾
参
考
讐
廃
と
愛
蓋
て
暴
．
け
れ

ど
も
授
権
資
本
制
度
を
採
用
し
し
か
も
株
主
に
新
株
引
受
権
が
無
い
場
合
に
は
、
倍
額
以
上
の
新
株
が
発
行
さ
れ
そ
れ
が
旧
株
主
以
外
の
者
に
割

当
て
ら
れ
る
と
、
旧
株
主
の
議
決
権
が
一
挙
に
圧
倒
さ
れ
る
可
能
性
を
含
む
と
い
う
点
で
は
、
四
倍
と
い
う
枠
は
株
主
地
位
の
保
障
に
は
危
険
な

枠
の
大
き
さ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
枠
の
大
き
さ
は
会
社
成
立
後
は
株
主
総
会
が
決
定
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
堕
一
｛
）
、

四
倍
ま
で
の
範
囲
で
総
会
自
身
が
自
主
的
に
決
定
で
き
れ
ば
問
題
の
大
部
分
は
解
消
す
る
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
法
律
の
期
待
ど
お
り
に
動
い
て

い
な
い
　
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
で
授
権
の
枠
を
四
倍
ま
で
と
れ
る
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
会
社
が
限
度
い
つ
ぱ
い
の
枠
を

と
久
ま
た
昭
和
三
〇
年
の
整
藻
主
の
新
株
引
受
権
に
関
す
垂
票
定
勢
絶
対
的
必
要
妻
か
挨
ず
さ
れ
る
と
（
類
識
当
騨

聾
、
え
蕉
こ
製
削
除
す
る
会
社
霜
次
い
だ
の
募
る
．
こ
の
よ
う
華
実
を
眺
め
る
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
後
に
は
第
二
次
大
戦
後

に
お
け
る
旺
盛
な
資
金
需
要
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
不
適
法
な
定
款
規
定
で
裁
判
沙
汰
に
な
る
の
を
免
れ
た
い
と
い
う
実
際
的
な
顧
慮
が
働
い
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五
　
　
　
（
三
七
五
）
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六
　
　
　
（
三
七
六
）

　
　
　
　
〈
3
）

た
と
し
て
も
、
な
お
株
主
総
会
が
会
社
の
将
来
を
見
通
し
実
態
に
即
し
た
判
断
を
な
し
て
き
た
と
は
い
い
難
い
。

　
更
に
こ
の
問
題
は
公
募
新
株
の
公
正
な
発
行
価
額
と
い
う
点
に
も
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
四
倍
の
枠
を
使
つ
て
取
締
役
会
が
新
株
を
発

行
す
る
と
い
つ
て
も
、
額
面
額
に
よ
る
株
主
割
当
の
場
合
は
と
に
か
く
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
公
募
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
公
募
価

額
は
公
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
（
鏑
肛
鉱
旭
二
〇
．
）
、
仮
り
に
公
正
な
発
行
価
額
は
旧
株
の
市
価
若
し
く
は
そ
れ
に
近
い
も
の
と

す
れ
ぽ
、
株
式
の
市
価
を
あ
る
程
度
高
い
と
こ
ろ
に
維
持
し
な
が
ら
、
公
募
だ
け
で
四
倍
の
枠
の
全
部
を
使
い
き
る
た
め
に
は
、
何
回
も
の
新
株

発
行
を
要
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
授
権
の
枠
を
定
め
る
総
会
の
特
別
決
議
に
は
相
当
の
費
用
を
要
す
る
か
ら
、
そ
の
招
集
は
で

き
る
だ
け
少
な
い
方
が
い
い
と
か
．
与
え
ら
れ
る
も
の
は
大
ぎ
け
れ
ば
大
き
い
方
が
便
利
だ
と
い
う
議
論
を
別
に
す
れ
ば
、
新
株
の
公
募
を
行
う

場
合
に
限
ら
ず
、
授
権
の
枠
は
将
来
の
資
金
需
要
を
見
通
せ
る
程
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
、
株
主
保
護
の
見
地
か
ら
も
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
な
ら
ぽ
授
権
の
枠
は
三
倍
な
ら
い
い
か
二
倍
な
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
枠
の
大
き
さ
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
株
主
の
利
益
保
護
を
は
か
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
前
述
L
た
よ
う
に
、
た
と
え
株
主
総
会
の
自
主
的
な
判
断
が
十
分
に
期
待
で
き

な
い
と
し
て
も
、
枠
の
増
加
が
繰
返
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
実
際
上
、
取
締
役
会
が
資
金
需
要
を
よ
り
慎
重
に
考
慮
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

更
に
こ
れ
を
制
限
す
る
方
法
と
し
て
は
授
権
の
枠
の
使
用
に
つ
い
て
期
限
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ッ
株
式
法
の
認
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

資
本
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
授
権
は
設
立
登
記
ま
た
は
定
款
変
更
の
と
き
か
ら
五
年
以
内
と
い
う
よ
う
な
期
限
を
設
け
る
こ
と
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
五
年
ご
と
に
四
倍
の
枠
を
と
つ
て
い
た
の
で
は
変
り
は
な
い
が
、
た
だ
そ
の
よ
う
な
制
限
が
設
け
ら
れ
れ
ば
、
取
締
役
会

が
枠
の
増
加
を
要
求
す
る
に
当
つ
て
よ
り
慎
重
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
更
に
進
ん
で
、
昭
和
二
三
年
の
改
正
前
商
法
が
採
用
し
て
い
た
株

金
分
割
払
込
制
度
の
復
活
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
過
去
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
未
払
込
株
金
の
徴
収
手
続
上
の
難
点
が
あ

り
、
新
株
発
行
に
よ
る
影
響
か
ら
株
主
地
位
を
擁
護
す
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
は
、
そ
の
採
用
に
ふ
み
切
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
立
法
論
を
唱
え
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
差
当
つ
て
は
現
行
の
授
権
資
本
制
度
を
生
し
な
が
ら
株
主
地
位
を
擁
護
し
よ
う



と
す
れ
ば
、
株
主
総
会
が
将
来
の
資
金
需
要
を
見
通
し
て
適
切
な
授
権
の
枠
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
、
そ
の
枠
の
な
か
で
取
締
役
会

が
い
か
な
る
条
件
で
新
株
を
発
行
す
る
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
取
締
役
会
が
新
株
の
公
募
に
当
つ
て
株
主
の
利
益
を
ど
れ
だ
け
考
慮
す
る
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

う
点
に
問
題
が
帰
着
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
　
大
規
模
の
会
社
の
う
ち
で
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
か
を
採
用
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
株
主
の
地
位
を
保
障
し
た
と
い
う
実
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
．
鮫
島

　
真
男
「
実
用
株
式
会
社
法
」
W
四
頁
。

（
2
）
　
鈴
木
竹
雄
・
石
井
照
久
「
改
正
株
式
会
社
法
解
説
」
三
三
頁
、
大
隅
健
一
郎
・
大
森
忠
夫
「
逐
条
改
正
会
社
法
解
説
」
五
四
頁
。

（
3
）
　
昭
和
二
五
年
の
改
正
で
株
主
の
新
株
引
受
権
に
関
す
る
事
項
は
定
款
の
絶
対
的
必
要
事
項
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
各
会
社
の
定
款
の
定
め
方
の
う
ち
に
は

　
か
な
り
あ
い
ま
い
な
定
め
方
も
あ
つ
た
た
め
、
そ
の
表
現
方
法
を
め
ぐ
つ
て
有
効
無
効
が
問
題
と
な
り
、
た
と
え
ば
電
気
化
学
工
業
、
三
菱
倉
庫
な
ど
諸
会
社
の
定
款
記

　
載
の
効
力
が
裁
判
上
争
わ
れ
、
遂
に
昭
和
三
〇
年
の
改
正
で
は
こ
れ
を
定
款
の
絶
対
的
必
要
事
項
か
ら
削
除
す
る
に
至
つ
た
。

（
4
）
　
ド
イ
ツ
株
式
法
一
六
九
条
に
規
定
さ
れ
る
認
可
資
本
に
よ
れ
ぼ
、
会
社
の
設
立
登
記
後
最
長
五
年
を
期
限
と
し
、
授
権
の
時
に
存
す
る
資
本
の
半
額
を
限
度
と
し

　
て
、
取
締
役
会
が
監
査
役
会
の
同
意
の
み
で
新
株
を
発
行
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
授
権
し
た
総
会
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
増
資
が

　
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

（
ピ
9
身
恥
冒
畦
の
這
齢
曽
貰
ρ
①
）
、
イ
タ
リ
ヤ
に
お
い
て
は
一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
（
O
＆
o
息
く
芦
胃
鉾
卜
⊃
瞳
伊
塾
一
。
・
9
N
）
。

（
5
）
　
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
の
問
題
は
、
会
社
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
種
々
の
形
で
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
．
こ
こ
で
は
相
当
規
模
の

　
会
社
を
対
象
と
し
て
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
従
つ
て
た
と
え
ば
資
本
金
が
比
較
的
小
さ
く
し
か
も
発
展
途
上
に
あ
る
会
社
で
は
四
倍
の
授
権
の
枠
も
た
ち
ま
ち
使
い
切

　
つ
て
し
ま
う
と
か
、
小
規
模
の
会
社
で
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
も
そ
れ
ほ
ど
費
用
を
要
し
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
株
金
分
割
払
込
制
度
を
と
つ
て
も
未
払
込
金
の
徴

　
収
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
深
く
は
検
討
し
な
い
で
先
へ
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三
　
新
株
公
募
の
諸
形
態
と
株
主
保
護

　
新
株
公
募
の
形
態
は
直
接
募
集
と
間
接
募
集
に
区
別
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
ず
直
接
募
集
と
い
う
の
は
、
新
株
の
発
行
会
社
が
み
ず
か
ら

公
募
手
続
を
進
め
る
も
の
で
、
自
己
募
集
ど
呼
ぶ
こ
と
も
あ
ξ
。
直
接
募
集
の
方
法
は
比
較
的
小
規
模
な
会
社
の
新
株
発
行
の
際
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
あ
場
合
モ
株
金
の
払
詮
銀
行
庭
繕
託
会
甚
穿
祭
讐
い
か
ら
（
望
凧
9
癒
聾
、
銀
行
ま
た
讐
託
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七
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会
社
が
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
間
接
募
集
は
証
券
業
者
に
委
託
し
て
公
募
手
続
を
進
め
る
も
の
で
、
引
受
募
集
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
間
接
募
集
は
そ
の
内
容
に
よ
つ
て
公
募
の
取
扱
、
残
株
引
受
、
買
取
引
受
の
三
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
公
募
の

取
扱
と
は
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
募
集
を
委
託
す
る
だ
け
で
、
申
込
期
日
が
ぎ
て
な
お
売
残
り
が
あ
る
と
ぎ
は
、
そ
の
処
理
は
発
行
会
社
が
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

宜
に
こ
れ
を
行
う
も
の
で
あ
る
．
次
に
残
株
引
受
と
は
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
募
集
を
委
託
す
る
と
共
に
、
申
込
期
日
が
き
て
も
な
お
残
株
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〉

あ
る
と
き
は
、
証
券
業
者
が
み
ず
か
ら
こ
れ
を
引
受
け
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
る
、
買
取
引
受
は
こ
の
残
株
引
受
の
方
法
を
徹
底
し
た
も
の

で
、
証
券
業
者
が
発
行
さ
れ
る
新
株
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
自
己
名
義
で
引
受
け
る
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
そ
の
新
株
の
売
出
を
行
つ
て
、
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
引
受
価
額
と
同
一
の
価
額
で
買
受
希
望
者
に
譲
渡
す
る
．
こ
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
る
新
株
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
、
証
券
業
者
が
一
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
て
引
受
け
る
形
式
を
と
る
の
が
買
取
引
受
の
特
色
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
新
株
公
募
の
形
態
は
直
接
募
集
と
間
接
募
集
す
な
わ
ち
公
募
の
取
扱
、
残
株
引
受
、
買
取
引
受
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
募
形
態
に
応
じ
た
株
主
保
護
の
問
題
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
れ
ら
の
各
形
態
に
共
通
な
株
主
保
護
の
問
題
を
検
討
し
て

み
よ
う
。
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
株
の
公
募
は
株
主
の
地
位
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
株
発
行
が
な
さ
れ
て
し

ま
つ
た
後
の
み
で
な
く
、
現
に
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
段
階
に
お
い
て
も
、
新
株
発
行
が
取
締
役
会
の
不
公
正
な
取
扱
に
よ
つ
て
な
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
株
主
と
し
て
は
絶
え
ず
こ
れ
を
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
．
そ
こ
で
商
法
も
一
般
原
則
に
よ
る
救
済
の
ほ
か
に
、
不
公
正
な
新
株
発

行
に
対
す
る
特
別
の
救
済
手
段
を
設
け
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
会
社
が
法
令
若
し
く
は
定
款
に
違
反
し
ま
た
は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
若
し
く
は

価
額
に
よ
つ
て
株
式
を
発
行
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
株
主
が
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
株
主
は
会
社
に
対
し
そ
の
発
行
を

止
む
べ
き
こ
と
藷
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
表
（
滴
一
諮
．
更
に
、
取
締
役
と
通
じ
て
著
し
く
不
公
正
な
発
行
価
額
を
も
つ
て
嚢
を
引

受
け
た
者
は
、
会
社
に
対
し
公
正
な
発
行
価
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
な
す
義
務
を
負
う
と
し
、
こ
の
支
払
を
求
め
る
訴
に
つ
い

て
い
わ
ゆ
る
代
表
訴
訟
に
関
す
窺
蓼
準
用
し
て
い
る
（
摘
、
歌
。
）
．
こ
の
よ
直
商
薙
不
公
正
な
発
行
方
法
と
不
公
正
葬
行
価
額
あ



二
つ
の
面
か
ら
株
主
の
保
護
を
図
つ
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
は
全
く
別
個
の
も
の
で
、
一
方
が
公
正
で
あ
る
が
他
方
は
不
公
正
と
い
う
場
合
も
容

易
に
起
り
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
ず
公
募
さ
れ
た
新
株
の
差
止
原
因
の
う
ち
、
会
社
が
法
令
に
違
反
し
て
新
株
を
発
行
し
た
場
合
と
は
、
た
と
え
ば
取
締
役
会
の
決
議
を
経
な

い
で
代
表
取
締
役
が
新
株
発
行
を
し
を
き
（
謹
灘
．
）
、
株
主
以
外
の
者
に
新
株
引
受
権
を
与
砦
に
際
し
、
株
主
総
会
の
特
裂
議
を
経

な
か
つ
た
と
ぎ
（
謹
翻
ノ
）
、
現
物
出
資
が
奮
竃
か
か
セ
ず
株
式
申
込
証
籠
巷
な
か
つ
を
き
（
煙
齢
）
奮
奮
澹
該

当
す
る
。
定
款
に
違
反
し
て
新
株
が
発
行
さ
れ
る
場
合
と
は
、
た
と
え
ば
定
款
に
定
め
た
会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
総
数
を
超
え
て
新
株
が
発
行

さ
れ
、
そ
の
他
定
款
に
規
定
の
な
い
種
類
株
式
ま
た
は
定
款
が
額
面
株
式
の
み
の
発
行
を
認
め
て
い
る
と
き
に
無
額
面
株
式
が
発
行
さ
れ
、
ま
た

は
定
款
に
定
め
た
株
主
の
引
受
権
を
無
視
し
て
新
株
が
公
募
さ
れ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
の
発
行
と
は
、
た

と
え
ば
株
式
の
買
占
め
に
よ
る
会
社
乗
取
り
が
問
題
と
な
つ
て
い
る
と
き
に
、
理
事
者
側
が
自
己
の
地
位
を
擁
護
す
る
目
的
で
新
株
を
発
行
し
．

ま
た
は
中
小
株
主
の
引
受
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
意
図
を
も
つ
て
、
不
当
に
大
量
な
端
株
を
生
ず
る
よ
う
な
新
株
発
行
が
な
さ
れ
る
場
合
、
不
当

な
決
算
書
類
の
総
会
通
過
を
容
易
に
す
る
手
段
と
し
て
新
株
を
発
行
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
差
止
原
因
が
あ
り
株
主
が

不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
ぎ
は
、
そ
の
株
主
は
新
株
発
行
の
差
止
を
請
求
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
株
主
は
新
株
発
行
か

ら
生
ず
る
不
利
益
か
ら
自
己
の
地
位
を
擁
護
し
う
る
こ
と
と
な
る
．
こ
の
う
ち
現
に
問
題
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
前
述
し
た
証
券
業
者
の
買
取
引

受
は
特
に
総
会
の
特
別
決
議
を
経
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
証
券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
場
合
と
し
て
、
法
令
違
反
を
理
由
に
差
止
め
う
る
か

と
い
う
点
、
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
残
株
引
受
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
。

　
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
比
べ
て
更
に
複
雑
な
の
は
発
行
価
額
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
取
締
役
会
が
不
公
正
な
価
額
で
新
株
を
発
行
し
、
こ

れ
に
よ
つ
て
株
主
が
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
株
主
は
新
株
の
発
行
を
差
止
め
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
公
正
な
発
行
価
額
と
は

何
か
、
い
つ
を
基
準
と
し
て
公
正
で
あ
れ
ぽ
い
い
か
が
問
題
ど
な
る
．
商
法
が
こ
の
よ
う
に
公
正
価
額
に
よ
る
発
行
を
要
請
し
、
不
公
正
な
発
行

　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
三
七
九
）
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（
三
八
○
）

価
額
に
よ
る
新
株
発
行
を
差
止
め
う
る
と
し
た
背
後
に
は
、
新
株
発
行
に
よ
つ
て
引
受
人
が
株
主
に
な
る
と
、
直
ち
に
旧
株
主
と
同
様
な
権
利
が

認
め
ち
れ
る
と
い
う
株
式
会
社
の
基
本
法
理
が
横
わ
つ
て
い
る
．
従
つ
て
、
新
株
主
が
同
様
に
議
決
権
を
も
ち
財
産
的
分
前
を
主
張
し
う
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
は
、
新
株
の
発
行
価
額
は
旧
株
が
会
社
財
産
に
対
し
て
有
す
る
割
合
的
地
位
に
近
い
価
額
で
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
け
れ
ど
も
、
旧

株
の
割
合
的
地
位
が
現
在
ど
の
く
ら
い
の
価
値
が
あ
る
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
公
正
な
発
行
価
額
を
定
め
る
た
め

に
は
、
一
株
あ
た
り
の
純
資
産
額
、
業
界
の
見
通
し
、
一
般
市
況
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
株
式
に
市
価
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
目
安
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
．
た
だ
市
価
を
目
安
に
し
た
と
し
て
も
、
市
価
と
同
額
ま
た
は
そ
れ
以
上
と
い
う
こ

と
は
あ
り
え
な
い
し
、
実
際
上
も
公
募
新
株
の
消
化
可
能
性
を
計
算
し
て
、
市
価
の
一
割
安
前
後
の
と
こ
ろ
に
発
行
価
額
が
定
め
ら
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
市
価
の
あ
る
株
式
の
公
募
に
当
つ
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
発
行
さ
れ
る
新
株
の
数
、
旧
株
数
と
の
比
率
、
旧
株
の

市
価
の
高
低
な
ど
に
よ
つ
て
も
発
行
価
額
決
定
の
基
準
は
異
な
る
が
、
一
応
、
新
株
の
消
化
可
能
の
最
高
限
を
公
正
な
発
行
価
額
と
考
え
て
差
支

　
　
（
8
）

え
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
公
募
株
式
の
発
行
価
額
に
つ
い
て
は
．
そ
れ
が
市
価
に
比
べ
て
安
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が

い
泥
か
れ
て
い
る
。
従
来
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
新
株
の
発
行
に
際
し
て
時
価
よ
り
遥
か
に
安
い
価
額
で
縁
故
者
に
割
当
て
る
慣
行
が
あ
つ
た

が
、
昭
和
三
〇
年
の
改
正
以
後
、
縁
故
者
割
当
に
は
そ
の
つ
ど
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
三
〇
年
の
改
正
以

後
は
、
従
来
の
縁
故
者
割
当
の
相
当
部
分
が
公
募
の
う
ち
に
も
ぐ
り
こ
み
、
し
か
も
従
来
の
慣
行
を
実
質
的
に
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
公
募
価
額

を
市
価
よ
り
も
遥
か
に
安
く
定
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
最
初
に
述
べ
た
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
一
つ
の
重
要
な
理
由
で
あ
つ
た
よ

　
　
　
（
9
）

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
公
募
価
額
は
市
価
の
一
割
安
前
後
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
つ

て
も
．
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
一
割
安
前
後
に
定
め
ら
れ
れ
ば
常
に
公
正
な
発
行
価
額
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
で
て
こ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば

公
募
新
株
の
公
正
発
行
価
額
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
募
が
実
質
的
な
縁
故
募
集
で
は
な
い
か
、
公
募
の
う
ち
に
縁
故
募
集
が
ど
の
程
度
に



含
ま
れ
て
い
る
か
、
そ
の
公
募
が
た
と
え
ば
買
取
引
受
の
場
合
に
は
証
券
業
者
の
手
数
料
は
適
正
か
な
ど
と
い
う
点
を
も
、
併
せ
て
検
討
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
、

　
次
に
、
取
締
役
会
が
新
株
発
行
に
関
す
る
決
議
で
新
株
の
発
行
価
額
を
決
定
し
て
か
ら
、
証
券
取
引
法
に
基
く
届
出
な
ど
を
経
る
こ
と
を
計
算

す
る
と
、
申
込
締
切
期
日
若
し
く
は
払
込
期
日
ま
で
に
は
ニ
ヵ
月
前
後
の
期
間
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
お
け
る
市
価
の
変
動
を
ど
の
よ
う
に
考

慮
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
比
較
的
小
規
模
の
会
社
の
公
募
の
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
も
短
か
く
従
つ
て
市
価
に
も
そ
れ
ほ
ど
変
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

な
い
が
、
大
規
模
な
会
社
の
新
株
公
募
に
つ
い
て
は
市
価
の
変
動
は
常
に
つ
ぎ
ま
と
う
間
題
で
あ
る
．
取
締
役
会
と
し
て
は
、
新
株
発
行
の
決
議

で
ニ
ヵ
月
先
の
払
込
期
目
に
お
け
る
株
主
の
割
合
的
地
位
を
見
通
し
、
ま
た
発
行
さ
れ
る
新
株
数
を
勘
案
し
て
新
株
の
発
行
価
額
を
決
定
し
た
以

上
、
そ
の
後
思
わ
ぬ
市
価
の
変
動
が
あ
り
発
行
価
額
と
の
間
に
開
き
が
で
ぎ
て
も
、
あ
る
程
度
は
止
む
を
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。
法
律
も
取
締

役
会
に
対
し
て
不
可
能
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
い
わ
ゆ
る
公
正
発
行
価
額
と
は
取
締
役
会
が

ど
う
い
う
点
を
考
慮
に
入
れ
て
決
定
し
た
か
、
正
直
か
つ
公
平
な
心
境
を
も
つ
て
決
定
し
た
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
決
議
そ
れ
自
体
が
公
正
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

わ
れ
た
か
否
か
で
判
断
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
議
論
も
で
て
く
る
わ
け
で
あ
る
．
公
正
な
発
行
価
額
の
決
定
が
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
か
ら
い

う
と
、
右
の
議
論
も
説
得
力
あ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
取
締
役
会
が
発
行
価
額
を
公
正
に
決
定
し
た
以
上
、
そ
の
後
に

市
価
が
大
幅
に
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
著
し
く
不
公
正
な
発
行
価
額
を
定
め
た
も
の
と
は
い
い
え
ず
、
従
つ
て
株
主
の
差

止
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
．

　
も
ち
ろ
ん
株
式
に
市
価
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
市
価
が
公
正
発
行
価
額
を
決
定
す
る
一
つ
の
目
安
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は

目
安
以
上
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
淋
取
締
役
会
の
決
定
後
に
急
騰
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
発
行
価
額
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
と

な
り
差
止
の
対
象
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
。
け
れ
ど
も
問
題
は
取
締
役
会
が
果
し
て
正
直
か
つ
公
平
な
心
境
を
も
つ
て
新
株
発
行
を
決
議
し
た
か

と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
の
後
に
な
お
市
価
が
上
昇
し
た
の
は
何
故
か
と
い
う
市
価
上
昇
の
意
味
若
し
く
は
原
因
の
内
容
い
か
ん
で
あ
る
。
た
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一
一
　
　
　
（
三
八
岬
）
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一
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（
三
八
二
）

と
え
ぱ
市
価
の
上
昇
が
取
締
役
会
の
見
逃
し
た
会
社
財
産
の
実
質
的
増
加
分
に
よ
つ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
明
し
た
と
す
れ

ば
、
ほ
ん
ら
い
そ
れ
ら
は
旧
株
主
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
会
社
は
原
則
と
し
て
発
行
価
額
の
変
更
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

べ
き
も
の
と
考
え
る
．
た
だ
実
際
に
は
、
会
社
が
そ
れ
を
変
更
す
る
余
裕
の
な
い
場
合
が
問
題
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
で
も
、
発
行
さ
れ

る
新
株
の
全
部
が
旧
株
主
に
平
等
に
割
当
て
ら
れ
れ
ば
一
応
実
害
は
な
い
が
、
株
主
に
新
株
引
受
権
が
な
く
そ
の
よ
う
な
割
当
の
保
証
が
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
の
場
合
の
取
締
役
の
責
任
は
別
と
し
て
、
株
主
は
そ
の
新
株
公
募
を
差
止
め
う
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
市
価
の
値
下

り
の
場
合
に
も
発
行
価
額
の
変
更
の
問
題
が
生
ず
る
が
、
実
際
上
、
そ
こ
で
発
行
価
額
を
切
下
げ
て
ま
で
新
株
を
発
行
し
う
る
か
否
か
は
疑
問
で

あ
り
、
結
局
、
払
込
期
日
に
払
込
の
な
か
つ
た
分
を
切
捨
て
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
新
株
公
募
の
場
合
に
は
商
法
の
た
て
ま
え
と
す
る
競
争
申
込
を
利
用
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
株
式
市
価
の
変
動
に
も
対

応
で
き
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
何
も
市
価
変
動
の
際
の
処
理
の
み
を
狙
つ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
申
込
人
に
発
行
価
額
と
は

別
に
引
受
価
額
を
記
載
さ
せ
、
そ
の
上
で
新
株
の
申
込
を
な
さ
せ
れ
ば
、
競
争
に
よ
つ
て
公
正
な
価
額
が
形
成
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
競
争
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

札
は
既
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
競
争
入
札
の
方
法
は
確
か
に
い
く
つ
か
の
点
で
優
れ
た
結
果
を
も
た

ら
す
こ
と
と
は
思
う
が
、
同
時
に
ま
た
問
題
と
な
る
点
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
競
争
入
札
を
採
用
し
て
専
門
家
で
な
い
多
数
人
に
引

受
価
額
を
決
め
さ
せ
る
の
と
、
発
行
会
社
ま
た
は
証
券
業
者
の
責
任
に
お
い
て
決
め
さ
せ
る
の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
の
方
が
よ
り
適
切

に
発
行
価
額
が
決
定
さ
れ
る
と
し
、
ま
た
従
来
わ
が
国
に
お
い
て
競
争
入
札
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
第
二
次
大
戦
後
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
費
用
が
か
か
る
か
ら
だ
と
の
反
対
意
見
も
あ
る
．
こ
れ
ら
の
反
対
意
見
の
根
拠
は
必
ず
し
も
競
争
入
札
論
を
否
定
し
う
る
も
の
と
も
思
わ
な
い

が
、
確
か
に
大
規
模
の
公
募
に
お
け
る
無
制
限
の
競
争
入
札
の
場
合
を
考
幻
て
み
る
と
、
申
込
締
切
後
払
込
期
日
ま
で
に
相
当
の
日
数
を
要
す
る

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
現
在
の
よ
う
な
申
込
証
拠
金
制
度
を
利
用
で
き
る
か
否
か
の
問
題
も
あ
り
、
競
争
入
札
の
採
用
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。



　
最
後
に
新
株
の
公
募
を
行
う
に
際
し
て
、
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
申
込
の
な
い
い
わ
ゆ
る
残
株
が
で
た
場
合
、
こ
れ
を
い
か
な
る
発
行
価
額
で

ど
う
処
理
す
る
か
と
い
5
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
発
行
条
件
均
等
の
原
則
が
あ
る
た
め
（
舗
尼
ヨ
）
、
株
主
の
発
行
差
止
と
の
関
係
で
理
論

的
に
は
や
や
複
雑
と
な
る
．
い
い
か
え
れ
ば
ど
う
せ
売
れ
残
る
ぐ
ら
い
の
場
合
に
は
、
同
一
の
発
行
価
額
で
引
受
人
を
募
集
し
て
み
て
も
、
魎
再
び

売
れ
残
る
お
そ
れ
が
十
分
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
新
株
の
公
募
は
だ
い
た
い
証
券
業
者
に
委
託
七
て
行
う
か
ら
、
そ
の
際
の
処
理
は
実
際

上
は
簡
単
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
間
接
募
集
の
う
ち
の
残
株
引
受
と
買
取
引
受
の
場
合
に
は
、
結
局
、
同
一
の
発
行
価
額
で
証
券
業
者
が
引
受
け

る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
間
接
募
集
の
う
ち
の
公
募
の
取
扱
と
証
券
業
者
に
委
託
し
な
い
直
接
募
集
の
場
合
だ
け
が
問
題
と
な
る

が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
満
株
引
受
を
願
う
発
行
会
社
の
工
作
に
よ
つ
て
、
た
と
え
ば
縁
故
募
集
ま
た
は
親
会
社
の
援
助
な
ど
の
方
法
で
、
同
一

価
額
で
う
ま
く
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
だ
と
し
て
も
、
大
量
に
新
株
の
申
込
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、
発
行
価
額
を

変
更
し
た
上
で
再
募
集
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
に
は
新
た
な
取
締
役
会
の
決
議
を
要
す
る
ほ
か
、
払
込
期
日
も
改
め
て
定
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
と
な
る
か
ら
．
も
は
や
発
行
条
件
均
等
の
原
則
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

　
（
1
）
　
証
券
取
引
法
二
条
六
項
に
い
う
「
有
価
証
券
の
発
行
に
際
し
、
発
行
者
の
た
め
に
当
該
有
価
証
券
の
募
集
」
の
取
扱
を
す
る
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
（
2
）
　
証
券
取
引
法
二
条
六
項
に
い
う
「
有
価
証
券
の
発
行
に
際
し
、
他
に
当
該
有
価
証
券
を
取
得
す
る
者
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を
取
得
す
る
契
約
」
が
こ
れ
に
該
当

　
　
す
る
。

　
（
3
）
　
証
券
取
引
法
二
条
六
項
に
い
う
「
有
価
証
券
の
発
行
に
際
し
、
こ
れ
を
売
り
出
す
目
的
を
以
て
当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
か
ら
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
得
す

　
　
る
」
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
（
4
）
　
買
取
引
受
を
間
接
募
集
の
一
形
態
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
引
受
証
券
業
者
と
買
受
希
望
者
と
の
間
の
新
株
の
売
買
に
つ
い
て
発
行
会
社
が
直
接

　
　
関
与
し
な
い
と
い
う
点
で
は
、
発
行
会
社
が
直
接
募
集
し
て
証
券
業
者
に
割
当
て
た
と
み
て
、
こ
の
形
態
を
直
接
募
集
に
入
れ
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど

　
　
も
新
株
を
引
受
け
た
証
券
業
者
が
や
が
て
投
資
大
衆
に
売
り
に
出
す
と
い
う
点
で
は
、
残
株
引
受
の
一
変
形
と
し
て
こ
れ
を
間
接
募
集
の
一
形
態
に
あ
げ
る
こ
と
も
差
支

　
　
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
類
似
し
た
問
題
に
つ
い
て
社
債
の
募
集
形
態
特
に
総
額
引
受
を
め
ぐ
つ
て
既
に
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
西
原
寛
一
「
社
債
募
集
の
形
態

　
　
に
つ
い
て
」
商
事
法
研
究
二
巻
二
二
三
頁
、
鴻
常
夫
「
社
債
法
」
法
律
学
全
集
3
3
一
〇
七
、
一
〇
八
、
一
二
三
、
一
二
四
頁
な
ど
参
照
．

　
（
5
）
　
株
主
が
新
株
発
行
を
差
止
め
た
事
件
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
仮
処
分
の
申
請
を
却
下
し
た
も
の
と
し
て
は
東
京
地
判
昭
和
二
七
．
九
．
一
〇
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
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三
号
三
五
頁
、
同
昭
和
二
八
・
二
・
二
三
下
級
民
集
四
巻
二
五
三
頁
、
釧
路
地
判
昭
和
三
八
・
二
・
二
八
商
事
法
務
研
究
二
七
三
号
二
一
頁
な
ど
が
あ
り
、
申
請
を
認
容

　
し
た
も
の
と
し
て
は
東
京
地
判
昭
和
三
〇
・
五
・
九
下
級
民
集
六
巻
九
五
〇
頁
、
東
京
地
決
昭
和
三
三
・
四
・
二
八
商
事
法
務
研
究
一
七
五
号
三
六
頁
、
東
京
地
判
昭
和

　
三
四
・
八
・
二
四
商
事
法
務
研
究
一
五
四
号
二
四
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）
　
星
野
孝
「
新
株
の
公
正
発
行
価
額
」
企
業
会
計
五
巻
三
号
七
七
、
七
八
頁
、
長
浜
洋
一
「
新
株
発
行
価
額
の
公
正
性
」
早
稲
田
法
学
三
八
巻
三
・
四
号
二
一
一
、
二

　
一
二
頁
、
浮
影
暮
ぎ
ρ
O
ロ
O
。
暮
。
冨
§
墜
一
緯
9
b
マ
鳶
㎝
卑

（
7
）
　
上
場
会
社
の
新
株
の
公
正
発
行
価
額
に
つ
い
て
は
東
京
地
判
昭
和
二
八
・
二
・
二
三
前
掲
二
五
三
頁
、
非
公
開
会
社
の
株
式
の
実
質
価
値
に
つ
い
て
は
東
京
地
判
昭

　
和
三
九
・
五
・
一
五
商
事
法
務
研
究
三
二
〇
号
一
九
頁
な
ど
の
判
例
が
同
様
の
趣
旨
を
判
示
し
て
い
る
．

　
　
な
お
、
実
務
上
の
慣
行
と
し
て
は
上
場
株
式
に
つ
い
て
は
価
額
の
決
定
の
時
期
を
買
取
引
受
の
と
き
は
証
券
会
社
に
よ
る
売
出
開
始
の
一
週
間
な
い
し
一
〇
日
前
に
お

　
く
と
共
に
、
権
利
落
後
、
決
定
日
前
一
ヵ
月
、
同
一
週
間
の
各
平
均
価
額
を
求
め
、
そ
の
間
の
各
最
高
、
最
低
価
額
、
そ
の
間
の
各
一
日
出
来
高
の
平
均
．
流
通
株
数
に

　
対
す
る
募
集
株
数
の
ウ
ェ
イ
ト
、
配
当
差
金
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
発
行
価
額
を
決
定
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
非
上
場
株
式
に
つ
い
て
は
、
一
株
当
り
の
純
資
産

　
額
、
一
株
当
り
の
純
利
益
、
一
株
当
り
の
配
当
金
を
と
り
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
純
資
産
株
価
倍
率
．
株
価
収
益
率
、
利
廻
り
と
し
て
指
数
化
し
た
う
え
、
こ
れ
ら
の
各
指

　
数
に
つ
い
て
同
種
同
業
規
模
の
会
社
を
選
び
、
そ
の
株
式
時
価
な
い
し
実
際
公
募
価
額
な
ど
に
よ
つ
て
そ
の
価
額
を
求
め
、
次
に
権
利
落
、
配
当
落
な
ど
の
事
情
を
総
合

　
勘
案
し
て
発
行
価
額
を
決
定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
．
若
林
良
一
「
有
価
証
券
届
出
手
続
の
解
説
」
八
七
、
八
八
頁
参
照
。

（
8
）
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
株
の
公
募
価
額
も
市
価
に
比
べ
て
一
割
な
い
し
二
割
安
の
と
こ
ろ
に
定
め
ら
れ
る
の
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
山
一
証
券
調
査
部
、
前
掲

　
二
八
八
、
二
八
九
頁
、
山
崎
輝
彦
「
公
募
価
格
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
」
商
事
法
務
研
究
二
一
五
号
五
頁
参
照
。

（
9
）
　
星
野
孝
「
買
取
引
受
の
問
題
点
と
改
善
策
と
し
て
の
入
札
公
募
」
東
京
株
式
懇
話
会
会
報
二
二
八
号
五
頁
。

（
10
）
　
新
株
発
行
に
関
す
る
取
締
役
会
の
決
議
か
ら
払
込
期
日
ま
で
ど
の
ぐ
ら
い
0
期
間
が
か
か
る
か
は
、
そ
れ
が
株
主
割
当
を
伴
う
公
募
で
あ
る
か
あ
る
い
は
公
募
だ
け

　
か
に
よ
つ
て
も
異
な
る
し
、
募
集
券
面
額
が
五
千
万
円
以
下
の
場
合
に
は
証
券
取
引
法
に
基
く
有
価
証
券
募
集
届
も
不
要
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
迅
速
に
新
株
の
公
募
手
続

　
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈴
木
竹
雄
編
「
株
式
実
務
」
新
版
（
四
新
株
の
発
行
）
三
四
－
三
七
頁
参
照
。

（
1
1
）
　
星
野
、
前
掲
企
業
会
計
七
九
頁
、
大
浜
信
泉
「
不
公
正
価
額
に
よ
る
新
株
の
発
行
と
取
締
役
の
責
任
」
企
業
会
計
六
巻
一
号
五
五
頁
、
長
浜
、
前
掲
二
一
六
頁
．

（
1
2
〉
境
一
郎
「
発
行
条
件
均
等
の
原
則
」
商
事
法
務
研
究
七
八
号
一
八
頁
、
吉
田
昂
「
新
株
発
行
」
実
務
株
式
会
社
法
六
講
八
一
、
八
二
頁
、
鮫
島
、
前
掲
三
二
頁
な
ど

　
に
も
ほ
ぼ
同
様
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
．

（
1
3
）
　
水
田
、
前
掲
三
七
、
三
八
頁
、
同
「
公
募
方
法
の
改
善
に
関
す
る
一
提
案
」
商
事
法
務
研
究
一
九
五
号
三
ー
五
頁
、
た
だ
し
水
田
氏
も
現
在
の
よ
う
に
発
行
価
額
と

　
同
額
で
引
受
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
を
違
法
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
．

（
1
4
）
　
星
野
、
前
掲
会
報
七
、
八
頁
。

（
1
5
）
　
上
述
し
た
諸
原
因
が
あ
れ
ば
株
主
は
新
株
発
行
を
差
止
め
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
株
主
に
差
止
の
余
裕
を
与
え
ず
に
新
株
が
発
行
さ
れ
ま
た
は
株
主
が
そ



れ
を
見
逃
し
て
し
ま
ウ
た
場
合
、
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
は
そ
れ
を
理
由
と
し
て
新
株
発
行
無
効
の
訴
を
提
起
で
ぎ
る
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
．

四
　
公
募
新
株
の
直
接
募
集
に
お
け
る
株
主
保
護

　
新
株
の
公
募
に
当
つ
て
発
行
会
社
が
み
ず
か
ら
公
募
手
続
を
進
め
る
方
法
を
直
接
募
集
と
呼
ぶ
こ
と
は
既
に
述
べ
て
ぎ
た
。
も
ち
ろ
ん
縁
故
募

集
で
は
な
く
広
い
範
囲
か
ら
新
株
を
公
募
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
行
会
社
が
相
当
の
規
模
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
証
券
業
者
の
手
を
借
り
ず
に
新
株
を
直
接
募
集
で
ぎ
る
の
は
、
そ
の
う
ち
で
は
比
較
的
小
規
模
な
会
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
社
が
直
接
募

集
す
る
に
当
つ
て
は
、
ま
ず
申
込
に
必
要
な
書
類
を
申
込
取
扱
銀
行
に
備
え
お
き
、
一
般
か
ら
の
申
込
を
受
付
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
申
込

に
必
要
な
書
類
と
繰
式
申
込
証
（
魎
瓢
）
、
株
主
票
目
論
見
書
（
諜
卜
一
、
一
．
）
奮
募
る
．
こ
れ
ら
の
書
類
の
磯
事
票
正
肇
浮

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
垂
で
農
い
（
整
狡
9
爺
．
毅
評
．
）
。
そ
し
て
取
締
役
会
決
議
で
定
め
ら
れ
た
申
込
締
切
期
塁
違
申
込

ま
れ
た
分
に
つ
い
て
、
会
社
が
割
当
を
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
新
株
の
引
受
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
会
社
は
自
由
に
競
合
す
る
申
込
に
対
し

て
割
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た
分
を
整
理
し
、
あ
る
も
の
に
割
当
て
あ
る
も
の
に
割
当
て
な
い

と
決
定
す
る
こ
と
は
、
申
込
が
そ
れ
ほ
ど
殺
到
し
な
い
場
合
に
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
が
、
大
規
模
な
新
株
発
行
の
場
合
に
は
適
当
な
方
法

で
な
い
。
そ
こ
で
多
く
の
場
合
に
は
、
申
込
取
扱
銀
行
に
そ
れ
ぞ
れ
割
当
株
数
の
枠
を
定
め
て
お
ぎ
、
各
銀
行
を
通
し
て
申
込
順
に
割
当
て
、
満

株
に
達
す
れ
ば
申
込
を
打
切
る
と
い
う
取
扱
が
行
わ
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
予
定
し
た
新
株
総
数
の
引
受
が
え
ら
れ
な
か

つ
た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
打
切
つ
て
も
い
い
が
（
鵬
だ
旭
）
、
多
く
の
場
合
に
は
取
引
銀
行
や
親
会
社
な
ど
に
援
助
を
求
め
て
完
了
す
る
こ
と
と
な

へ
皐

　
新
株
の
直
接
募
集
は
こ
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
遂
行
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
う
ち
の
株
主
保
護
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て

　
　
　
新
株
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株
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護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
三
八
五
）
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一
六
　
　
　
（
三
八
六
）

は
、
既
に
こ
れ
ま
で
も
触
れ
て
き
た
。
従
つ
て
こ
こ
で
特
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
取
締
役
会
の
も
つ
い
わ
ゆ
る
割
当
自
由
の
原
則
に
っ
い

て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
取
締
役
会
は
そ
の
申
込
が
募
集
し
た
株
式
総
数
に
達
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
自
由
に
特
定
の
申
込
に
は
割
当
て
、
特
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
申
込
に
は
割
当
て
な
い
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
割
当
自
由
の
原
則
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
取
締
役
会
の
こ
の

割
当
自
由
に
よ
つ
て
、
旧
株
主
の
有
す
る
割
合
的
地
位
特
に
議
決
権
に
変
動
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
い
つ
た
い
、
新
株
公
募
の
際
に
お

け
る
割
当
自
由
は
ど
の
よ
う
な
広
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
公
募
さ
れ
た
新
株
の
申
込
の
う
ち
に
株
主
か
ら
の
申
込
が
あ
つ
た
と

き
は
こ
れ
を
優
先
さ
せ
な
い
で
い
い
か
．
公
募
新
株
の
一
部
を
役
員
、
従
業
員
、
取
引
先
な
ど
に
割
当
て
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
、
更
に
特
定
の
者

に
大
量
に
割
当
て
る
こ
と
は
ど
う
か
な
ど
が
問
題
と
な
る
．

　
こ
の
う
ち
株
主
に
対
す
る
割
当
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
発
行
さ
れ
る
新
株
が
株
主
以
外
の
者
に
割
当
て
ら
れ
る
と
、
旧
株
主

の
割
合
的
地
位
が
必
然
的
に
低
下
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
株
主
が
引
受
権
を
有
す
る
と

否
と
に
か
か
わ
ら
な
い
か
ら
、
た
と
え
株
主
に
引
受
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
新
株
の
割
当
に
際
し
て
は
、
取
締
役
会
は
株
主
の
地

位
に
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
株
主
が
公
募
新
株
を
引
受
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
排
除
す

る
十
分
な
理
由
が
な
い
限
り
、
取
締
役
会
と
し
て
は
ま
ず
株
主
に
割
当
て
る
よ
う
努
力
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
．
次
に
会
社
は
公
募
新
株
の
一
部

を
役
員
、
従
業
員
、
取
引
先
な
ど
に
割
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
更
に
進
ん
で
、
特
定
の
者
に
大
量
に
割
当
て
る
こ
と
は
ど
う
か
が
間
題
と
な

る
。
が
ん
ら
い
轟
役
は
善
良
奮
理
者
の
注
意
竃
つ
て
そ
の
職
務
に
従
事
し
穿
れ
婆
髪
い
か
ら
（
難
齢
皿
、
）
、
新
株
の
割
当
に
当

つ
て
も
会
社
に
最
も
有
利
に
な
る
割
当
を
な
す
べ
ぎ
で
あ
つ
て
、
そ
の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
割
当
自
由
の
原
則
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
た
と
え
ば
そ
の
当
時
の
増
資
環
境
の
も
と
で
は
、
払
込
金
の
迅
速
な
確
保
と
い
う
点
で
最
も
有
利
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公

募
新
株
を
特
定
の
者
に
割
当
て
る
の
も
差
支
え
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
割
当
を
し
て
も
、
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。



　
こ
れ
に
関
連
し
て
厄
介
な
間
題
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
取
締
役
会
が
会
社
の
利
益
の
た
め
に
特
定
の
者
に
大
量
に
新
株
を
割
当
て
る
と
、
そ
れ

に
よ
つ
て
会
社
の
資
本
系
統
に
重
要
な
変
更
を
生
ず
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
割
当
は
取
締
役
会
の
権
限
の
み
で
な
し
う
る
か
と
い
う
間
題
で
あ

る
。
こ
の
点
の
解
決
の
た
め
に
は
、
現
行
法
上
、
第
三
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
場
合
に
総
会
の
特
別
決
議
が
要
求
さ
れ
る
根
拠
を
調
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
根
拠
に
つ
い
て
は
説
が
分
れ
て
い
る
。
ま
ず
．
第
三
者
に
引
受
権
を
与
え
る
と
会
社
の
将

来
の
資
本
系
統
が
方
向
づ
け
ら
れ
、
や
が
て
会
社
支
配
の
根
本
形
態
に
も
影
響
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
会
社
の
資
本
系
統
の

重
要
な
変
更
は
株
主
に
と
つ
て
関
心
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
取
締
役
会
の
自
由
裁
量
に
は
委
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
と
解
す
る

　
　
　
　
（
3
）

立
場
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
株
主
に
新
株
引
受
権
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
発
行
さ
れ
る
新
株
は
何
人
に
割
当
て
ら
れ
て
も
差
支

え
な
い
が
、
た
だ
そ
の
者
に
対
し
て
有
利
な
価
額
で
割
当
て
ら
れ
る
と
、
株
主
の
有
し
て
い
た
財
産
的
分
前
が
脅
か
さ
れ
る
の
で
、
有
利
発
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
い
て
株
主
総
会
の
承
認
を
求
め
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
従
つ
て
、
前
者
の
立
場
を
と
る
と
、
割
当
自
由
の
原
則
に
基
い
て
第
三

者
に
新
株
を
大
量
に
割
当
て
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
客
観
的
に
見
て
会
社
の
利
益
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
き
で
も
、
総
会
の
特
別
決
議
を

要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
反
対
に
後
者
の
見
解
を
と
る
と
、
特
に
有
利
な
価
額
で
割
当
て
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
も
取
締
役
会
の
割

当
権
限
内
の
間
題
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
立
場
の
い
ず
れ
に
従
う
か
と
い
う
こ
と
と
な
る
が
、
後
者
の
見
解
の

よ
う
に
、
有
利
な
発
行
価
額
で
の
割
当
を
総
会
の
決
議
事
項
と
し
た
だ
け
で
も
株
主
の
不
利
益
は
あ
る
程
度
防
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
程
度
で
は
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

株
の
割
当
か
ら
生
ず
る
旧
株
主
の
不
利
益
は
十
分
に
救
済
さ
れ
な
い
か
ら
、
割
当
の
結
果
、
資
本
系
統
に
重
要
な
変
更
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
（
7
）

主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
取
締
役
会
の
も
つ
割
当
自
由
と
い
う
も
の
は
、
会
社
の
た
め
に
最
も
有
利
に
な
る
よ
う
に
割
当
を
な
せ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
て
、
取

締
役
会
が
勝
手
気
ま
ま
に
新
株
の
割
当
を
な
し
テ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
従
つ
て
理
事
者
側
が
自
己
の
地
位
を
維
持
す
る
に
都
合
の
い
い
割

当
が
許
さ
れ
な
い
こ
竜
当
然
で
碧
．
こ
の
点
に
つ
い
て
、

馨
漆
お
ゆ
る
発
行
条
件
の
均
等
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
（
竺
鉛
）
、
既
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（
三
八
七
）
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晶
八
　
　
　
（
三
八
八
）

に
株
式
引
受
の
前
段
階
に
お
い
て
も
衡
平
の
原
則
が
働
く
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
取
締
役
会
は
恣
意
的
に
割
当
て
う
る
も
の
で
は
な
い
。
の

み
な
ち
ず
、
現
在
に
お
い
て
は
株
式
申
込
証
拠
金
の
制
度
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
で
も
申
込
人
の
利
益
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ず
、
実
際
上
は
割
当
自
由
の
原
則
は
制
限
の
あ
る
狭
い
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
右
の
二
つ
の
理
由
の
う
ち
前
半
の
部
分
に
つ
い
て
は
疑

問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
発
行
条
件
均
等
の
要
請
は
、
取
締
役
会
が
勝
手
に
あ
る
者
に
の
み
有
利
な
発
行
条
件
を
定
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
は
会
社
側
の
割
当
自
由
ま
で
を
拘
束
す
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
申
込
証
拠
金
制
度
と
の

関
連
か
ら
割
当
自
由
の
制
限
を
説
く
後
半
の
部
分
で
あ
る
。
現
在
に
お
い
て
は
株
主
割
当
と
い
わ
ず
公
募
と
い
わ
ず
、
大
規
模
な
新
株
発
行
に
際

し
て
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
申
込
証
拠
金
制
度
が
採
用
さ
れ
、
証
拠
金
を
つ
け
た
申
込
に
対
し
て
割
当
が
な
さ
れ
、
満
額
に
な
り
次
第
締
切
ら
れ
て

い
る
実
情
で
あ
る
。
こ
の
申
込
証
拠
金
制
度
は
払
込
期
日
に
お
け
る
払
込
の
確
実
性
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
量
に
殺
到
す
る
申
込
を
短
期

間
に
円
滑
に
処
理
し
う
る
方
法
で
あ
つ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
会
社
に
と
つ
て
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
取
締
役
会
が
こ
の
方
法
を
採
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
た
め
そ
の
割
当
権
限
を
完
全
に
は
行
使
し
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
限
り
で
は
止
む
を
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
（
1
）
　
山
一
証
券
調
査
部
、
前
掲
三
二
五
ー
三
三
三
頁
。

　
（
2
）
　
東
京
控
判
昭
和
五
・
九
・
六
新
聞
三
一
八
七
号
一
二
頁
、
東
京
地
判
大
正
二
・
四
・
二
九
新
聞
八
六
八
号
一
八
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
津
田
利
治
「
新
株
引
受
権
の
正
体
」
私
法
五
号
二
六
頁
以
下
。
津
田
教
授
の
こ
の
論
文
は
昭
和
三
〇
年
の
改
正
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
乃
が
、
第
三
者
の
新
株

　
　
引
受
権
に
関
す
る
事
項
を
定
款
の
相
対
的
必
要
事
項
と
し
て
い
た
の
は
（
昭
三
〇
改
正
前
商
一
六
六
1
5
・
三
四
七
H
）
、
商
法
が
営
業
譲
渡
、
賃
貸
、
経
営
委
任
な
ど

　
　
の
場
合
に
総
会
の
特
別
決
議
を
要
求
し
て
い
る
趣
旨
が
、
新
株
の
割
当
と
い
5
形
で
取
締
役
会
に
よ
つ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
踏
あ
る
こ
と
を
併
せ

　
　
て
指
摘
さ
れ
る
。

　
（
4
）
　
富
山
康
吉
「
新
株
引
受
権
」
株
式
会
社
法
講
座
四
巻
一
二
六
七
頁
．
同
「
第
三
者
の
新
株
引
受
権
と
有
利
発
行
」
立
命
館
法
学
四
五
号
七
八
八
頁
、
七
九
二
頁
、
鈴

　
　
木
竹
雄
「
改
正
法
上
の
新
株
引
受
権
」
法
学
協
会
雑
誌
二
七
巻
六
号
五
八
九
、
五
九
〇
頁
参
照
。

　
（
5
）
　
津
田
「
会
社
法
の
大
意
」
下
四
一
二
頁
。

　
（
6
）
　
高
鳥
「
新
株
引
受
権
と
有
利
発
行
」
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
一
八
○
頁
の
説
明
に
対
し
て
本
文
の
よ
う
に
補
足
す
る
．

　
（
7
）
　
阪
埜
助
教
授
は
立
法
論
と
し
て
は
引
受
権
の
付
与
に
関
係
な
く
、
第
三
者
に
新
株
が
大
量
に
割
当
て
ら
れ
資
本
系
統
に
変
更
が
生
ず
る
と
き
に
は
何
ら
か
の
制
限
を



誕
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
が
、
解
釈
論
と
し
て
ば
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
文
言
上
．
資
本
系
統
に
変
更
が
生
ず
る
と
ぎ
は
常
に
総
会
の
闘
与
を
要
す
る
と
解
す
る

　
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
阪
埜
光
男
「
新
株
引
受
権
法
序
説
」
二
完
、
本
誌
三
七
巻
三
号
三
八
頁
．

（
8
）
　
服
部
栄
三
「
支
配
の
争
奪
と
新
株
の
発
行
」
商
事
法
務
研
究
二
八
七
号
五
頁
。

（
9
）
　
松
田
二
郎
・
鈴
木
忠
一
「
条
解
株
式
会
社
法
」
下
三
四
九
頁
、
伊
沢
孝
平
「
現
行
商
法
は
如
何
に
改
正
す
べ
き
か
」
企
業
会
計
六
巻
一
一
号
二
一
五
頁
。

（
1
0
）
　
石
井
照
久
「
註
解
株
式
会
社
法
」
第
一
巻
設
立
三
三
〇
頁
。

五
　
公
募
新
株
の
間
接
募
集
に
お
け
る
株
主
保
護
　
ω
公
募
の
取
扱
、
残
株
引
受
の
場
合

　
新
株
の
間
接
募
集
の
う
ち
で
も
、
公
募
の
取
扱
は
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
募
集
を
委
託
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
残
株
引
受
は
募
集
の
委
託
の

ほ
か
に
、
売
残
り
が
あ
る
と
き
は
証
券
業
者
が
こ
れ
を
引
受
け
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
る
．
従
つ
て
直
接
募
集
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
公

募
の
取
扱
に
も
残
株
引
受
に
も
証
券
業
者
が
関
与
し
て
く
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
そ
こ
で
公
募
の
取
扱
の
場
合
も
残
株
引
受
の
場
合
も
、
新
株

の
申
込
に
必
要
な
書
類
を
証
券
業
者
の
取
扱
店
に
備
え
て
お
き
、
一
般
か
ら
の
申
込
を
受
付
け
る
こ
と
と
な
る
．
申
込
期
間
中
に
申
込
が
な
さ
れ

る
と
こ
れ
に
割
当
を
な
す
こ
と
と
な
る
が
、
多
く
の
場
合
に
は
、
申
込
証
拠
金
を
つ
け
た
申
込
に
は
申
込
順
に
従
つ
て
割
当
を
な
し
、
満
株
に
達

し
た
と
き
は
こ
れ
を
打
切
つ
て
い
る
こ
と
は
、
直
接
募
集
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
場
合
に
も
、
各
取
扱
店
に
割

当
株
数
の
枠
を
定
め
て
お
く
こ
と
と
な
る
。
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
新
株
総
数
の
引
受
が
え
ら
れ
な
か
つ
た
と
ぎ
の
処
理
は
、
公
募
の
取
扱
の
場

合
と
残
株
引
受
の
場
合
と
で
異
な
つ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
公
募
の
取
扱
の
場
合
に
は
、
発
行
会
社
は
証
券
業
者
に
単
に
募
集
の
委
託
を
す
る
だ
け

で
あ
る
か
ら
、
売
残
り
が
で
た
と
ぎ
は
発
行
会
社
が
適
宜
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
そ
の
ま
ま
公
募
を
打
切
つ
て
も
い
い
わ
け
だ

が
（
備
尼
が
）
、
実
際
上
は
払
込
期
日
ま
で
に
他
に
援
助
を
求
め
て
、
予
定
新
株
の
発
行
を
完
了
す
る
こ
と
は
自
己
募
集
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
．

こ
れ
に
対
し
て
残
株
引
受
の
場
合
に
は
、
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
募
集
を
委
託
す
る
に
当
つ
て
、
申
込
締
切
期
日
に
な
お
売
残
り
が
あ
る
と
き

は
、
証
券
業
者
が
み
ず
か
ら
引
受
け
る
こ
と
を
約
す
ゐ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
基
い
て
証
券
業
者
が
残
株
を
引
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
三
八
九
）



　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
三
九
〇
）

　
こ
の
残
株
引
受
の
方
法
は
、
既
に
商
法
に
も
社
債
募
集
の
場
合
の
請
負
募
集
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
（
滴
旺
鮒
）
、
こ
れ
に
関

連
す
る
問
題
を
株
主
保
護
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
申
込
締
切
期
日
に
売
残
り
が
あ
つ
た
と
き
は
、
証
券
業
者
は
当
初
の
約
束
に
基

い
て
、
株
式
申
込
証
に
所
要
事
項
を
記
載
し
て
残
株
の
申
込
を
な
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
の
発
行
価
額
は
既
に
申
込
の
あ
つ
た
新
株
と
同
一

の
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
発
行
会
社
の
側
か
ら
み
る
と
、
取
締
役
会
の
決
定
し
た
発
行
価
額
で
は
消
化
が
不
可
能
と
な
つ
た
と
ぎ
に
、
そ
の
発
行

価
額
で
残
り
全
部
を
引
受
け
て
も
ら
え
る
と
い
う
点
で
は
有
利
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
公
募
の
取
扱
の
場
合
よ
り
も
割
高
な
引
受
手
数
料
を
証

券
業
者
に
支
払
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
関
係
で
は
、
発
行
会
社
の
取
締
役
会
が
い
か
な
る
増
資
環
境
に
お
い
て
、
い
か
な
る
内
容
の
委
託
を
証
券

業
者
に
な
し
た
か
が
問
題
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
残
株
引
受
を
な
す
証
券
業
者
か
ら
申
込
証
拠
金
を
徴
収
す
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
般
の
申
込
の
場
合
と
は
異
な
つ
て
、
申
込
証
拠
金
を
徴
収
し
な
い
の
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
い
わ
ゆ
る
発
行
条
件
均
等
の
要
請

（
竺
鉛
）
鐘
反
す
る
か
蕎
題
差
る
が
、
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
申
込
を
す
れ
ば
い
い
褻
投
薯
の
場
合
と
、
申
込
締
切
期
日
後
に
そ

の
残
株
を
引
受
け
で
直
ち
に
払
込
を
す
る
証
券
業
者
の
場
合
と
で
は
、
そ
の
間
の
事
情
は
か
な
り
異
な
つ
て
い
る
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
こ
の
程

度
の
差
異
が
あ
つ
て
も
、
新
株
発
行
差
止
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
，
最
近
の
公
募
は
ほ
と
ん
ど
買
取
引
受
の
方
法
で
行
わ
れ
て
ぎ
た
の
に
対
し
、
昭
和
三
七
年
暮
か
ら
買
取
引
受
は
証

券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
会
の
特
別
決
議
を
経
て
い
な
い
買
取
引
受
は
商
法
違
反
で
あ
る
と
の

判
決
が
相
次
い
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
三
八
年
以
降
は
問
題
の
あ
る
買
取
引
受
の
方
法
を
止
め
て
、
残
株
引
受
の
方
法
で
新
株
公

募
を
行
う
も
の
が
多
く
な
つ
た
が
、
こ
の
残
株
引
受
の
方
法
に
つ
い
て
も
証
券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
一
部
に

行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
議
論
の
中
心
は
．
誰
も
引
受
け
な
か
つ
た
残
株
を
未
発
行
株
式
に
戻
し
て
打
切
増
資
を
行
う
な
ら
ば
問
題
は
な
い

が
、
残
株
引
受
の
場
合
に
は
証
券
業
者
が
残
株
を
引
取
る
義
務
を
負
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
残
株
を
第
三
者
に
与
え
る
ご
と
を
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

駒
す
る
と
い
う
点
で
、
残
株
引
受
の
場
合
も
買
取
引
受
と
同
様
に
、
第
三
者
へ
の
引
受
権
の
付
与
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
疑
問
の
よ
う
で
あ
る
。



確
か
に
買
取
引
受
と
残
株
引
受
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
会
社
が
発
行
を
予
定
し
た
新
株
の
全
部
を
証
券
業
者
を
通
し
て
発
行
し
、
若
し
売
残
り

が
あ
れ
ば
証
券
業
者
が
引
受
け
る
と
い
う
点
で
は
、
両
者
の
実
際
上
の
狙
い
は
同
一
で
あ
る
。
そ
の
上
、
現
行
法
上
の
引
受
権
特
に
取
締
役
会
の

付
与
す
る
引
受
権
な
る
も
の
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
性
格
を
も
つ
て
い
る
た
め
、
買
取
引
受
の
場
合
の
論
法
を
残
株
引
受
に
も
利
用
し
よ
う
と

す
る
も
の
が
で
て
く
る
こ
と
も
止
む
を
え
な
い
。

　
そ
こ
で
残
株
引
受
が
引
受
権
を
付
与
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
前
に
、
引
受
権
の
付
与
が
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
発
行
さ
れ
る
新

株
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
実
務
参
考
書
に
あ
げ
ら
れ
た
残
株
引
受
契
約
の
書
式
例
を
み
る
と
、
そ

れ
は
公
募
の
取
扱
の
場
合
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
お
り
、
公
募
の
取
扱
で
は
発
行
会
社
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
残
株
分
を
、
証
券
業
者

に
処
理
さ
せ
る
と
い
う
点
だ
け
が
異
な
つ
て
い
る
．
そ
の
意
味
で
は
、
残
株
引
受
で
引
受
権
の
付
与
が
問
題
に
な
る
と
す
れ
ば
、
特
に
そ
の
残
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
つ
い
て
で
あ
る
と
の
見
解
の
現
わ
れ
る
の
も
理
解
で
ぎ
る
が
、
実
際
に
残
株
が
出
た
場
合
に
証
券
業
者
が
こ
れ
を
引
受
け
る
の
は
、
契
約
に
よ

つ
て
証
券
業
者
に
引
受
義
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
．
い
い
か
え
れ
ば
、
仮
り
に
残
株
に
つ
い
て
引
受
権
が
あ
る
と
い
つ
て
も
、
引
受
権
だ
け
だ
と

す
れ
ば
そ
れ
を
進
ん
で
引
受
け
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
証
券
業
者
が
残
株
の
引
受
を
な
し
た
場
合
に
、
引
受
権
を
行
使
し
た
結
果
そ
れ
を

引
受
け
た
と
説
明
す
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
残
株
引
受
の
方
式
で
発
行
さ
れ
る
新
株
の
う
ち
の
一
定
数
を
、
証
券
業
者
が
自
己

の
得
意
先
そ
の
他
の
申
込
人
に
便
宜
を
与
え
る
た
め
に
確
保
す
る
場
合
、
そ
の
確
保
の
手
段
と
し
て
残
株
引
受
の
形
式
で
証
券
業
者
が
ま
ず
引
受

け
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
引
受
権
の
問
題
の
発
生
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
証
券
業
者
は
手
持
株
式
の
増
加
を
好
ま
な
い
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
便
宜
を
欲
す
る
場
合
に
も
、
残
株
引
受
の
形
式
で
は
な
く
直
接
申
込
人
に
割
当
て
る
と
い
う
形
式
で
解
決
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
要
す
る

に
残
株
引
受
と
新
株
引
受
権
と
の
関
係
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
証
券
業
者
が
一
般
投
資
者
か
ら
申
込
を
受
け
た
そ
の
部
分
に
注
目
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
’
従
つ
て
、
残
株
引
受
の
方
法
で
新
株
発
行
を
取
扱
つ
た
と
こ
ろ
全
株
式
を
売
切
つ
た
と
い
う
場
合
に
も
、
な
お
、
引
受
権
の
付
与

が
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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残
株
引
受
が
何
故
に
引
受
権
付
与
の
問
題
を
生
ず
る
か
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
方
式
に
よ
つ
て
新
株
が
ど
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
て
い
く

か
を
眺
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
方
式
で
新
株
が
発
行
さ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
新
株
が
直
ち
に
市
場
に
流
出
し
て
株
価
を
低
落
さ
せ
る

ご
と
は
望
ま
し
く
な
い
が
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
安
定
株
主
に
取
得
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
．
証
券
業
者
の
立
場
か
ら
い
づ
て
も
、
取

扱
株
式
数
に
応
じ
て
手
数
料
を
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
少
数
の
得
意
先
が
引
受
廿
て
く
れ
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
従

つ
て
証
券
業
者
の
勧
誘
に
よ
つ
て
得
意
先
と
の
話
合
い
が
つ
け
ば
、
得
意
先
が
そ
の
新
株
の
取
得
を
期
待
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
証
券
業
者
と

し
て
も
そ
の
分
に
つ
い
て
会
社
が
必
ず
割
当
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
予
想
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
実
際
に
公
募
が
行
わ
れ
る
場
合
に
も

同
様
で
あ
つ
て
、
一
般
投
資
者
と
し
て
は
証
券
業
者
の
取
扱
店
で
申
込
書
類
に
証
拠
金
を
つ
け
て
申
込
め
ば
、
満
株
締
切
以
前
な
ら
必
ず
割
当
を

受
け
う
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
し
、
実
際
上
も
、
申
込
ん
だ
株
式
の
割
当
が
会
社
に
よ
つ
て
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
証

券
業
者
が
募
集
し
て
ぎ
た
分
に
つ
い
て
は
必
ず
割
当
を
す
る
と
い
う
方
針
が
会
社
側
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
証
券
業
者
が
こ
の
よ
う
な
割
当
方

針
を
前
提
と
し
て
得
意
先
を
勧
誘
し
、
ま
た
一
般
投
資
者
か
ら
の
申
込
を
取
扱
い
う
る
と
い
う
関
係
と
、
証
券
業
者
に
引
受
権
が
認
め
ら
れ
そ
れ

に
基
い
て
行
動
す
る
と
い
う
関
係
と
は
、
果
し
て
こ
れ
を
区
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
更
に
残
株
引
受
の
条
件
で
新
株
の
発
行
を
委
託
さ
れ
た
証
券
業
者
と
し
て
は
、
取
扱
を
委
託
さ
れ
た
新
株
を
扱
つ
て
、
一
株
に
つ
き
何
円
と
約

束
さ
れ
た
手
数
料
を
う
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
発
行
会
社
と
証
券
業
者
と
の
間
に
、
委
託
の
実
行
に
必
要
な
新
株
の
全
部
を

証
券
業
者
に
提
供
し
、
他
の
業
者
に
は
取
扱
わ
せ
な
い
と
い
う
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
排
他
的
な
地
位
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
証
券
業
者
に
引
受
権
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
近
づ
い
て
く
る
よ
う
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
見
方
に
対
し
て
は
反
対
論
が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
地
位
は
発
行
会
社
と
証
券
業
者
と
の
間
の
残
株
引
受
契
約
か
ら
生
じ
た
地
位
で
あ
り
、
何
も
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
引
受
権
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
批
判
も
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
．
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
契
約
上
の
地
位
を
有
す
る
と
い
う
こ
と

と
、
証
券
業
者
が
引
受
権
を
有
す
る
こ
と
と
は
現
行
法
上
ど
の
点
で
異
な
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
b
は
伺
様
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
に
、
証
券
業



者
の
そ
の
よ
う
な
契
約
上
の
地
位
と
い
う
も
の
は
、
実
は
発
行
会
社
か
ら
引
受
権
を
付
与
さ
れ
る
の
を
前
提
と
し
て
出
て
く
る
も
の
と
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
残
株
引
受
の
場
合
に
も
発
行
会
社
の
新
株
割
当
の
自
由
膿
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
点

で
、
後
述
す
る
買
取
引
受
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
残
株
引
受
も
新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
近
づ
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
若
干
の
問
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
証
券
業
者
に
新
株
引
受
権
が
付
与
さ
れ
る
と
い
つ
て
も
、
買
取
引
受
の
場
合
と
異
な
つ
て
、
残
株
引
受
の
場
合
に
は
証

券
業
者
は
株
式
引
受
人
と
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
証
券
業
者
に
引
受
権
が
付
与
さ
れ
る
と
い
い
う
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
確
か
に
あ
る
人
が
新
株
引
受
権
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
引
受
権
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
人
が
引
受
権
を

行
使
す
れ
ば
株
式
引
受
人
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
つ
て
そ
の
前
提
を
と
れ
ば
、
残
株
引
受
の
場
合
の
証
券
業
者
の
地
位
は
、
実
質

的
に
引
受
権
を
行
使
し
た
株
式
引
受
人
と
同
視
さ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
こ
の
関
係
は
実
は
買
取
引
受
の
場
合
に
も

問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
買
取
引
受
の
場
合
に
も
、
証
券
業
者
は
公
正
な
発
行
価
額
で
引
受
け
た
も
の
を
同
じ
価
額
で
一
般
応
募
者
に
譲
渡
す

る
、
よ
り
正
確
に
は
一
般
応
募
者
に
払
込
ま
せ
た
発
行
価
額
と
同
額
の
金
額
を
自
己
の
払
込
金
に
振
替
え
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
の
点
で
は
引
受

人
た
る
地
位
が
あ
る
と
い
つ
て
も
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
取
引
受
は
証
券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
と
主
張
す
る

側
で
は
、
会
社
の
新
株
割
当
の
自
由
が
拘
束
さ
れ
、
買
取
引
受
を
な
す
証
券
業
者
に
割
当
て
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
点
に
注
目
す
る
わ
け
で
あ
つ

て
、
そ
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
残
株
引
受
の
場
合
に
証
券
業
者
に
形
式
的
な
引
受
人
た
る
地
位
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味

を
も
た
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
あ
る
い
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
残
株
引
受
の
場
合
に
証
券
業
者
が
有
す
る
引
受
権
と
い
う
の
は
、
自
己
に
割
当
を
な
す
べ
ぎ
こ
と
を
請
求
す
る

権
利
で
は
な
く
、
発
行
さ
れ
る
新
株
を
他
人
た
る
申
込
を
な
し
た
一
般
投
資
者
に
割
当
て
る
べ
き
こ
と
を
、
会
社
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
を
有

す
る
こ
ど
で
あ
る
と
い
う
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
そ
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
、
そ
れ
を
も
引
受
権
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
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な
る
が
、
現
行
法
上
第
三
者
に
認
め
ら
れ
た
引
受
権
の
う
ち
に
は
、
た
と
え
ば
引
受
権
者
に
対
す
る
有
利
発
行
の
よ
う
に
、
従
来
の
慣
行
に
基
い

て
与
え
ら
れ
、
新
株
発
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
の
い
わ
ば
技
術
的
、
便
宜
的
な
要
請
も
含
ま
れ
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
技
術
的
、
便
宜
的
な

要
請
は
次
第
に
立
法
に
よ
つ
て
狭
め
ら
れ
て
は
き
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
れ
が
完
全
に
排
除
ざ
れ
な
い
以
上
、
あ
る
人
に
一
定
の
地
位
を
与
え
る
こ

と
が
新
株
発
行
を
容
易
に
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
こ
の
残
株
引
受
契
約
に
基
く
証
券
業
者
の
地
位
を
も
引
受
権
と
呼
び
う
る
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。
そ
し
て
仮
り
に
引
受
権
と
の
間
に
若
干
の
差
異
が
あ
つ
て
も
、
引
受
権
と
同
様
な
拘
束
を
生
ず
る
こ
の
地
位
の
承
認
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
い
て
は
、
引
受
権
付
与
の
手
続
に
関
す
る
規
定
を
類
推
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
考
え
る
。

　
（
1
）
　
山
一
証
券
調
査
部
、
前
掲
三
三
二
頁
。

　
（
2
）
　
山
一
証
券
調
査
部
、
前
掲
論
文
商
事
法
務
研
究
三
二
二
号
一
一
頁
、
玉
利
信
吾
「
買
取
引
受
の
東
京
・
大
阪
両
高
裁
の
判
決
と
実
務
に
つ
い
て
」
財
政
経
済
弘
報
一

　
　
〇
五
九
号
八
頁
。

　
（
3
）
　
残
株
引
受
で
新
株
引
受
権
が
問
題
に
な
る
と
す
れ
ば
残
株
に
つ
い
て
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
反
映
し
て
、
蔑
に
実
務
界
の
一
部
で
は
、
た
と
え
残
株
が
出
た
場
合
に

　
　
も
引
受
権
を
付
与
し
た
も
の
と
は
い
い
え
な
い
よ
う
な
条
項
を
、
特
に
契
約
書
に
挿
入
し
た
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
残
株
引
受
の
場
合
に
は
一
般
応
募
者
が
株
式
引
受
人
と
な
る
か
ら
、
新
株
引
受
権
が
付
与
さ
れ
る
の
は
証
券
業
者
で
は
な
く
申
込
を
な
し
た
一
般
応
募
者
で
あ
る
と

　
　
い
う
議
論
も
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
申
込
人
と
発
行
会
社
と
の
問
で
は
、
証
券
業
者
を
通
し
て
申
込
を
す
れ
ば
割
当
を
受
け
る
と
い
う
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ

　
　
れ
以
上
の
関
係
は
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
会
社
が
蝋
般
投
資
者
か
ら
の
申
込
に
先
着
順
に
割
当
て
る
と
い
う
割
当
方
針
を
定
め
て
新
株
を
発
行
し

　
　
た
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
そ
こ
に
証
券
業
者
が
介
在
し
て
く
る
と
、
既
に
述
べ
て
ぎ
た
発
行
会
社
と
証
券
業
者
と
の
間
の
関
係
が
前
提
と
な
つ
て
、
右
の
割

　
　
当
方
針
以
上
の
も
の
が
で
て
く
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
高
鳥
「
残
株
引
受
方
式
と
新
株
引
受
権
と
の
関
係
」
財
政
経
済
弘
報
一

　
　
〇
七
六
号
一
、
二
頁
参
照
。

六
　
公
募
新
株
の
間
接
募
集
に
お
け
る
株
主
保
護
　
㈹
買
取
引
受
の
場
合

　
買
取
引
受
は
発
行
会
社
が
新
株
の
発
行
に
際
し
証
券
業
者
と
の
間
に
、
証
券
業
者
が
発
行
さ
れ
る
新
株
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
自
己
名
義
で
引

受
け
、
か
つ
．
そ
の
株
式
を
一
定
の
条
件
で
一
般
に
売
出
す
こ
と
を
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
引
受
証
券
業
者
が
株
式
申
込
証
に
よ



る
新
株
の
申
込
を
行
い
、
発
行
会
社
が
こ
れ
に
割
当
を
な
す
こ
と
と
な
る
が
、
株
式
申
込
証
は
引
受
証
券
業
者
の
数
だ
け
す
な
わ
ち
せ
い
ぜ
い
四

社
ぐ
ら
い
に
一
枚
ず
つ
用
意
す
れ
ば
足
り
る
。
証
券
業
者
が
買
取
引
受
を
な
す
場
合
に
は
申
込
証
拠
金
を
徴
収
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
に
は
申
込
を
な
す
の
は
証
券
業
者
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
残
株
引
受
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
問
題
は
起
ら
な
い
。
証
券
業
者
は
一
方
で

新
株
の
買
取
引
受
を
な
す
と
同
時
に
、
そ
の
引
受
株
式
を
一
般
に
売
出
す
こ
と
と
な
る
．
一
般
投
資
者
に
対
す
る
買
受
申
込
の
勧
誘
そ
の
他
の
事

務
は
、
す
べ
て
引
受
証
券
業
者
の
取
扱
店
を
通
し
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
売
出
が
新
株
の
払
込
期
日
前
に
行
わ
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
．
そ
し
て

実
際
上
、
そ
の
売
出
価
額
は
証
券
業
者
の
引
受
価
額
と
同
額
と
さ
れ
る
．
買
受
希
望
者
と
引
受
証
券
業
者
と
の
間
は
新
株
の
売
買
で
あ
る
か
ら
、

目
論
見
書
の
交
付
が
義
肇
け
ら
れ
て
い
る
鱗
は
（
誘
一
）
、
通
常
の
店
頭
銘
柄
の
取
引
と
ほ
と
ん
ど
変
り
は
な
い
．
雇
か
ら
の
買
受
申
込

が
満
株
に
達
す
る
と
申
込
を
打
切
る
が
、
反
対
に
満
株
に
達
し
な
い
で
申
込
の
締
切
日
を
迎
え
る
と
、
そ
の
売
残
り
分
は
そ
の
ま
ま
証
券
業
者
の

手
持
ち
と
な
る
。
払
込
期
日
が
く
る
と
引
受
証
券
業
者
は
発
行
価
額
の
全
額
を
払
込
取
扱
銀
行
に
払
込
み
株
主
と
な
る
。
な
お
、
右
の
手
持
ち
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
つ
い
て
は
証
券
業
者
は
払
込
期
目
以
降
、
前
述
し
た
売
出
価
額
に
と
ら
わ
れ
ず
適
宜
に
売
却
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
買
取
引
受
の
方
法
に
よ
る
新
株
の
公
募
は
、
だ
い
た
い
右
に
述
べ
た
と
お
り
の
手
続
を
経
て
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
方
法
に
よ
る
と
新
株
の
引
受

が
確
実
に
行
わ
れ
る
ほ
か
、
株
券
の
早
期
発
有
が
可
能
と
な
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
残
株
引
受
を
初
め
と
し
て
他
の
い
ず
れ
の
方
法

を
と
つ
て
も
、
各
取
扱
銀
行
ま
た
は
証
券
業
者
の
取
扱
店
で
、
申
込
締
切
期
日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た
分
を
集
計
し
て
引
受
人
名
簿
を
確
定
し
、
そ

こ
で
初
め
て
株
券
に
株
主
氏
名
を
印
刷
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
た
め
株
券
の
発
行
ま
で
に
相
当
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対

し
て
買
取
引
受
の
場
合
に
は
、
新
株
の
引
受
人
は
一
社
ま
た
は
数
社
の
証
券
業
者
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
各
引
受
証
券
業
者
名
義
で
、

し
か
も
取
引
単
位
ご
と
に
分
割
し
た
株
券
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
ま
た
株
券
の
交
付
に
つ
い
て
も
、
発
行
会
社
は
証
券
業
者
に
一
括
し
て

交
付
す
れ
ば
足
り
る
し
、
証
券
業
者
も
ど
の
株
券
を
ど
の
応
募
者
に
手
渡
し
て
も
構
わ
な
い
か
ら
、
各
取
扱
店
に
お
け
る
交
付
事
務
も
簡
単
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
。
も
つ
と
も
買
取
引
受
の
場
合
に
も
．
公
募
の
坂
扱
の
場
合
よ
り
割
高
な
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
は
、
残
株
引
受
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
．
こ

　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
三
九
五
）



　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
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護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓
六
　
　
　
（
三
九
六
）

の
よ
う
な
長
所
が
あ
る
た
め
に
、
最
近
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
新
株
の
公
募
は
、
株
主
割
当
に
伴
う
失
権
株
の
公
募
と
い
い
ま
た
通
常
の
公
募
と

い
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
買
取
引
受
の
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
ぎ
た
。

　
買
取
引
受
の
方
法
に
よ
る
新
株
公
募
の
場
合
に
も
、
そ
の
他
の
公
募
の
諸
形
態
に
お
け
る
と
同
様
に
、
取
締
役
会
の
決
議
の
み
で
行
わ
れ
て
ぎ

た
が
、
最
近
に
お
い
て
、
こ
の
買
取
引
受
の
方
法
は
証
券
業
者
に
新
株
引
受
権
を
与
え
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
従
つ
て
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
項
に
よ
る
総
会
決
議
を
要
し
な
い
か
と
い
う
疑
間
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
仮
り
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
経
な
い
で
な

し
た
買
取
引
受
に
よ
る
新
株
の
公
募
は
、
会
社
が
法
令
に
違
反
し
て
新
株
を
発
行
し
た
場
合
と
な
り
、
新
株
発
行
差
止
の
間
題
を
生
ず
る
こ
と
と

な
つ
て
く
る
。
も
つ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
差
止
の
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、
法
令
違
反
の
新
株
発
行
が
あ
つ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
株
主
が

不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
（
鍾
㎝
。
）
、
仮
り
に
叢
引
受
髪
る
新
株
公
蒙
法
令
違
反
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
の
発
行
価
額
が
公
正
な
も
の
で
あ
る
以
上
株
主
に
は
不
利
益
が
な
く
、
従
つ
て
差
止
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
．

け
れ
ど
も
こ
の
買
取
引
受
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
新
株
公
募
に
利
用
さ
れ
、
し
か
も
直
接
発
行
会
社
が
割
当
を
な
す
も
の
で
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
証
券
業
者
の
行
う
買
取
引
受
の
影
に
隠
れ
て
実
質
上
の
縁
故
募
集
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
親
引
き
そ
の
他
の
不
公
正
な
処
置
が
行
わ
れ
る
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

険
も
あ
り
、
発
行
差
止
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
も
の
と
は
い
い
え
な
い
。
従
つ
て
買
取
引
受
は
証
券
業
者
に
新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
か

と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
新
株
発
行
と
株
主
の
利
益
保
護
の
課
題
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

　
最
近
の
数
年
間
に
お
い
て
は
、
買
取
引
受
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
中
心
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
学
説
、
判
例
が
相
次
い
で
現
わ
れ
た

が
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
議
論
を
整
理
す
る
た
め
、
買
取
引
受
は
第
三
者
に
新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
引
受
付
与
説
と
、
反
対
に

新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
引
受
権
無
関
係
説
と
に
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
明
ら
か
に
し
て
み
ょ
う
．
新
株
引
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

権
付
与
説
は
東
京
高
裁
、
大
阪
高
裁
を
初
め
と
し
て
判
例
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
を
と
る
学
説
も
少
な
く

　
（
7
）

な
い
。
そ
の
理
由
億
発
行
会
社
は
買
取
引
受
契
約
に
よ
つ
て
証
券
業
者
に
対
し
新
株
引
渡
義
務
を
負
い
、
若
し
新
株
を
引
渡
さ
な
け
れ
ぽ
契
約
違



反
と
な
り
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
、
証
券
業
者
は
そ
の
株
式
の
売
出
義
務
を
負
う
が
、
い
つ
た
ん
み
ず
か
ら
が
原
始
株
主
と
な
つ
た
上
で
応

募
者
に
株
式
を
裏
書
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
い
う
と
、
発
行
会
社
は
証
券
業
者
に
引
受
権
を
与
え
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
証
券
業
者
が
新
株
を
売
出
の
目
的
で
引
受
け
売
出
義
務
を
負
う
と
し
て
も
変
ヴ
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
と
る
と
、
買
取

引
受
に
は
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
場
合
で

も
、
発
行
価
額
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
買
取
価
額
が
公
正
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
株
主
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
く
、
従
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

総
会
の
特
別
決
議
を
要
し
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
更
に
後
述
す
る
．

　
次
に
新
株
引
受
権
無
関
係
説
は
そ
の
着
眼
点
に
よ
つ
て
公
募
手
段
説
と
割
当
説
と
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
ず
公
募
手
段
説
は
買
取
引
受
を
な
す
証

券
業
者
の
一
致
し
て
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
買
取
引
受
は
い
わ
ゆ
る
請
負
募
集
の
一
種
で
あ
り
、
株
式
引
受
人
は
実
質
的

に
は
証
券
業
者
で
は
な
く
買
受
希
望
の
一
般
投
資
者
で
、
証
券
業
者
は
買
受
人
の
た
め
に
自
己
の
名
を
も
つ
て
株
式
を
引
受
け
た
に
過
ぎ
ず
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

こ
に
引
受
権
付
与
の
関
係
は
存
在
の
余
地
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
割
当
説
は
、
発
行
会
社
が
売
出
義
務
あ
る
証
券
業
者
に
新

株
を
割
当
て
る
の
は
、
ま
さ
に
割
当
自
由
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
引
受
権
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
通
常
は
株
式
の
申
込
後
に

こ
れ
を
選
択
し
て
割
当
て
る
の
が
割
当
自
由
で
あ
る
が
、
新
株
発
行
の
決
議
後
、
何
人
に
引
受
け
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
か
の
判
断
が
で
き
る

段
階
に
な
れ
ば
、
取
締
役
会
が
適
当
と
認
め
た
者
に
新
株
の
引
受
を
求
め
て
割
当
を
す
る
の
も
、
割
当
自
由
な
い
し
取
締
役
の
裁
量
権
の
範
囲
に

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

属
す
る
と
説
明
ず
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
株
引
受
権
無
関
係
説
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
買
取
引
受
に
よ
る
新
株
公
募
の
た
め
に
は
取
締
役
会
の

決
議
が
あ
れ
ば
十
分
で
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
は
必
要
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
買
取
引
受
に
お
け
る
発
行
会
社
と
証
券
業
者
と
の
関
係
、
従
つ
て
発
行
会
社
の
株
主
総
会
が
第
三
老
に
対
す
る
引
受
権
付
与
と
し
て
こ
れ
に
関

与
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
判
例
、
学
説
は
分
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
新

株
引
受
権
無
関
係
説
の
う
ち
の
公
募
手
段
説
に
よ
る
と
、
買
取
引
受
を
な
す
証
券
業
者
は
発
行
会
社
の
新
株
公
募
に
お
け
る
一
種
の
ト
ン
ネ
ル
な
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二
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三
九
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）
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二
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（
三
九
八
）

い
し
事
務
代
行
機
関
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
問
題
を
発
行
会
社
と
証
券
業
者
か
ら
の
譲
受
人
と
の
関
係
に
ひ
き
直
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ

そ
う
説
明
し
た
の
で
は
、
買
取
引
受
は
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
か
と
い
う
課
題
の
解
答
は
で
て
こ
な
い
。
の
み
な
ら

ず
こ
の
よ
う
な
説
明
方
法
を
と
つ
て
も
、
既
に
証
券
業
者
か
ら
の
買
受
が
ぎ
ま
つ
た
応
募
者
と
し
て
は
、
発
行
さ
れ
る
新
株
を
必
ず
取
得
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
〉

と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
従
つ
て
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
引
受
権
付
与
の
問
題
を
回
避
で
き
な
い
こ
と
と
な
ろ
ぢ
．
．
次
に
割
当

説
に
よ
る
と
、
発
行
会
社
が
証
券
業
者
に
割
当
て
る
の
は
割
当
自
由
の
原
則
の
結
果
で
あ
る
と
説
明
す
る
．
た
し
か
に
割
当
説
が
い
う
よ
う
に
、

新
株
の
申
込
以
前
に
適
当
な
引
受
人
を
見
つ
け
て
交
渉
す
る
こ
と
も
、
取
締
役
会
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
．
け
れ
ど
も
、
そ
の
交
渉

の
結
果
買
取
引
受
契
約
が
成
立
し
た
後
は
、
そ
の
契
約
に
基
づ
く
証
券
業
者
か
ら
の
申
込
に
対
し
て
、
会
社
は
必
ず
割
当
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
拘
束
が
生
じ
て
く
る
。
も
つ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
買
取
引
受
契
約
そ
の
も
の
で
株
式
の
割
当
を
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
右
の

割
当
権
限
拘
束
の
関
係
は
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
見
解
鯵
式
的
涯
株
式
の
申
込
繰
式
申
込
証
に
よ
つ
て
な
嚢
る
と
い
窺
定
（
傭
、
一
略

を
七
）
に
抵
触
す
る
ほ
か
、
・
後
述
す
る
よ
う
に
、
買
取
引
受
契
約
の
内
容
は
証
券
業
者
の
新
株
売
出
義
務
に
伴
う
発
行
会
社
側
の
割
当
義
務
を
定

め
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
同
様
に
難
点
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
証
券
業
者
に
新
株
引
受
権
が
与
え
ら
れ
た
場
合
と
．
そ
の
証
券
業
者
が
買
取
引
受
の
当
事
者
と
な
つ
た
場
合
を
比
較
し
て
、
両
者
の

相
違
と
い
わ
れ
る
も
の
を
検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
が
果
し
て
区
別
で
き
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
引
受
権
者
に
対
し
て
は
有

利
発
行
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
の
に
、
買
取
引
受
の
場
合
に
は
時
価
に
近
い
価
額
で
発
行
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
新
株
引
受
権
と
有
利
な
発
行
価
額
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
こ
と
は
既
に
理
論
的
に
は
承
認
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
公
正
な
価
額

に
よ
る
発
行
の
場
合
に
も
引
受
権
の
付
与
が
別
に
問
題
と
な
り
う
る
か
ら
、
こ
れ
が
両
者
の
区
別
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
。
次
に
買
取
引
受
の
場

合
に
は
証
券
業
者
に
株
式
の
引
受
義
務
も
あ
る
が
、
こ
の
点
で
引
受
の
権
利
し
か
な
い
引
受
権
の
場
合
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

も
あ
る
。
け
れ
ど
も
新
株
引
受
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
こ
に
引
受
の
義
務
が
伴
う
と
い
う
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
と
い
う
点
は
、
既
に
判



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
2
）

例
、
学
説
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．
更
に
買
取
引
受
の
場
合
に
は
、
引
受
を
な
し
た
証
券
業
者
は
払
込
期
日
前
に
こ
れ
を
買
受
応
募
者
に
譲

渡
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
点
で
新
株
引
受
権
と
は
質
的
に
異
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
．
け
れ
ど
も
買
取
引
受
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
条
項
が
引
受
権
に
附
着
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
引
受
権
の
性
質
が
失
わ
れ
る
と
は
思
わ
な
い
．

　
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
く
る
と
、
買
取
引
受
の
場
合
と
新
株
引
受
権
の
場
合
と
が
ま
す
ま
す
類
似
し
て
き
て
、
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
る
．
け
れ
ど
も
発
行
会
社
と
証
券
業
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
問
題
が
な
い
と
さ
れ
た
残
株
引
受
の
方
法
と
実
質
的
に
は

変
ら
な
い
が
、
よ
り
便
宜
の
多
い
買
取
引
受
の
方
法
を
選
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
が
第
三
者
に
引
受
権
を
与
え
た
も
の
と
し
て
厳
重
な
手
続

を
要
求
さ
れ
る
の
は
（
謹
給
．
）
、
舎
や
島
れ
な
い
と
い
う
感
じ
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
牝
確
か
に
証
券
業
者
に
新
株
引
受
権
が
付
与
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
と
、
証
券
業
者
が
買
取
引
受
を
な
す
と
い
う
こ
と
と
は
、
ほ
ん
ら
い
質
的
に
も
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
商
法
が
新
株
引
受

権
の
実
体
を
適
切
に
把
握
し
な
か
つ
た
た
め
、
現
行
法
上
は
両
者
の
問
に
区
別
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
と
な
つ
て
ぎ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
現
行
法

に
よ
れ
ば
、
取
締
役
会
も
そ
の
決
議
で
新
株
引
受
権
を
付
与
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
割
当
権
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

を
も
つ
取
締
役
会
自
体
が
付
与
す
る
も
の
は
、
そ
の
名
称
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
引
受
権
の
実
体
を
も
つ
も
の
と
は
い
い
難
い
。
も
ち
ろ
ん
株
主
の

新
株
引
受
権
と
第
三
者
の
引
受
権
と
で
は
、
取
締
役
会
の
割
当
権
限
を
拘
束
す
る
理
由
な
い
し
拘
束
の
仕
方
が
異
な
る
と
し
て
も
、
取
締
役
会
の

与
え
る
も
の
も
引
受
権
は
引
受
権
に
違
い
な
い
と
し
た
立
法
の
拙
さ
が
、
買
取
引
受
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
事
態
を
不

必
要
な
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
．

　
買
取
引
受
が
第
三
者
た
る
証
券
業
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
に
よ
る
総
会
の
特
別
決
議
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
買
取
引
受
が
第
三
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
つ
て
直
ち
に
総
会
の

特
別
決
議
を
要
す
る
と
い
う
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
．
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
株
主
の
引
受
権
が
法
定
さ
れ
て

い
な
い
現
行
法
の
も
と
で
は
、
発
行
さ
れ
る
新
株
が
何
人
に
割
当
て
ら
れ
よ
う
と
、
そ
れ
が
引
受
権
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら

　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
三
九
九
）



　
　
　
新
株
の
公
募
と
株
主
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
四
〇
〇
）

ず
、
そ
れ
は
も
は
や
株
主
に
は
関
係
が
な
い
．
た
だ
総
会
の
特
別
決
議
を
必
要
と
し
た
の
は
、
引
受
権
者
に
対
す
る
有
利
発
行
の
許
容
と
い
う
点

で
株
主
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
従
つ
て
発
行
価
額
が
公
正
な
買
取
引
受
の
場
合
に
は
、
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項

の
手
続
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
も
。
確
か
に
現
行
法
の
よ
う
に
、
株
主
の
新
株
引
受
権
を
法
定
せ
ず
し
か
も
取
締
役
会
の
与
え
る
も
の
も

引
受
権
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
引
受
権
に
つ
い
て
も
有
利
発
行
の
問
題
に
関
心
が
移
つ
て
い
く
こ
と
は
止
む
を
え
な
い
。
け
れ
ど

も
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
株
主
に
引
受
権
が
な
い
以
上
、
取
締
役
会
は
何
人
に
ど
れ
だ
け
新
株
を
割
当
て
て
も
い
い
し
、
ま
た
、
そ
の
割
当
に

つ
い
て
株
主
は
一
切
口
を
出
せ
な
い
と
い
う
説
明
も
行
ぎ
過
ぎ
で
あ
る
。
ま
た
、
株
主
に
引
受
権
が
無
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
然
に
株
主
は
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

三
者
に
引
受
権
が
付
与
さ
れ
る
の
を
認
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
は
で
て
こ
な
い
。
取
締
役
会
と
し
て
は
新
株
の
割
当
に
つ
い
て

も
、
常
に
出
資
者
た
る
株
主
の
利
益
を
顧
慮
す
べ
き
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
．
従
つ
て
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
規
定
は
単
に
発

行
価
額
の
点
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
第
三
者
に
引
受
権
を
付
与
す
る
と
株
主
が
新
株
の
発
行
を
受
け
え
な
く
な
り
、
将
来
の
議
決
権
の

割
合
ひ
い
て
は
会
社
支
配
の
根
本
形
態
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
点
で
株
主
総
会
の
関
与
を
要
す
る
も
の
と
ざ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
発
行
価
額
す
な
わ
ち
買
取
価
額
が
公
正
で
さ
え
あ
れ
ば
、
買
取
引
受
の
場
合
に
も
総
会
の
特
別
決
議
を
要
し

な
い
と
い
う
見
解
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
山
一
証
券
調
査
部
、
前
掲
二
七
六
、
二
七
七
、
三
三
二
ー
三
三
四
頁
。

　
（
2
）
　
新
株
の
公
募
に
つ
い
て
競
争
に
よ
る
公
正
価
額
の
形
成
を
主
張
さ
れ
る
水
田
氏
は
、
引
受
証
券
業
者
の
手
数
料
が
必
ず
し
も
売
残
り
の
危
険
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

　
　
相
当
高
額
で
あ
る
点
を
指
摘
さ
れ
、
む
し
ろ
競
争
に
よ
つ
て
引
受
価
額
を
高
め
そ
の
高
く
な
つ
た
分
を
会
社
に
入
れ
る
工
夫
を
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
努
力
を
し
た
証
券

　
　
業
者
に
多
く
入
つ
た
分
に
応
じ
て
発
行
会
社
が
手
数
料
を
支
払
う
と
す
れ
ば
、
一
層
合
理
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
水
田
、
前
掲
法
律
時
報
三
八
頁
、
同
、
前
掲
商
事
法
務

　
　
研
究
三
、
四
頁
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
を
め
ぐ
つ
て
昭
和
三
六
年
以
降
中
島
徹
氏
に
よ
つ
て
東
京
芝
浦
電
気
、
大
成
建
設
、
信
越
化
学
、
汽
車
製
造
、
横
河
電
機
、
久
保
田
鉄
工
、
積
水
化
学
の
各

　
　
社
を
相
手
と
す
る
新
株
発
行
無
効
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
．

　
（
4
）
　
鈴
木
竹
雄
「
買
取
引
受
と
商
法
第
二
八
O
条
の
二
第
二
項
」
商
事
法
務
研
究
二
六
八
号
三
、
四
頁
、
大
隅
健
一
郎
『
東
京
地
裁
の
判
決
と
買
取
引
受
」
商
事
法
務
研



究
二
七
一
号
四
頁
。

（
5
）
　
田
中
誠
二
「
新
株
発
行
の
場
合
の
買
取
引
受
と
第
三
者
に
新
株
引
受
権
を
与
え
る
手
続
の
要
否
」
青
山
法
学
論
集
五
巻
四
号
一
九
〇
頁
、
三
戸
岡
道
夫
「
新
株
の
公

　
募
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
八
号
四
二
頁
、
な
お
商
事
法
務
研
究
一
四
七
号
一
五
頁
参
照
。

（
6
）
　
東
京
高
判
昭
和
三
九
・
五
・
六
商
事
法
務
研
究
三
一
五
号
一
四
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
三
九
・
六
・
一
一
商
事
法
務
研
究
三
一
八
号
一
四
頁
、
横
浜
地
判
昭
和
三
七
．

　
一
二
・
一
七
下
級
民
集
一
三
巻
二
四
七
三
頁
、
東
京
地
裁
八
王
子
支
判
昭
和
三
八
・
八
・
三
〇
判
例
時
報
三
五
〇
号
三
五
頁
な
ど
。

（
7
）
　
鈴
木
、
前
掲
商
事
法
務
研
究
二
、
三
頁
、
服
部
「
買
取
引
受
と
新
株
発
行
の
効
力
」
判
例
評
論
五
六
号
三
頁
、
米
津
昭
子
「
買
取
引
受
は
第
三
者
割
当
に
な
る
か
」

　
財
政
経
済
弘
報
九
七
九
号
五
頁
、
山
村
忠
平
「
買
取
引
受
と
新
株
引
受
権
」
産
業
経
理
二
三
巻
七
号
二
九
、
三
〇
頁
、
田
中
誠
、
前
掲
一
八
六
、
一
八
七
頁
、
高
鳥
「
買

　
取
引
受
に
は
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
か
『
財
政
経
済
弘
報
一
〇
四
九
号
一
頁
な
ど
。

（
8
）
　
鈴
木
、
前
掲
商
事
法
務
研
究
三
、
四
頁
、
鮫
島
、
前
掲
三
九
頁
、
な
お
大
隅
、
前
掲
四
頁
、
水
田
栽
一
「
新
株
の
買
取
引
受
と
そ
の
適
法
性
の
限
界
」
金
融
法
務
事

　
情
三
二
九
号
三
四
頁
、
八
王
子
支
判
、
前
掲
判
例
時
報
三
七
、
三
八
頁
も
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
は
同
意
見
で
あ
る
。

（
9
）
　
吉
田
「
株
式
買
取
引
受
と
新
株
引
受
権
と
の
関
係
」
法
律
時
報
三
五
巻
二
号
六
九
頁
、
竹
内
敏
夫
「
新
株
引
受
権
の
最
近
の
諸
問
題
」
産
業
経
理
二
三
巻
一
号
三
三

　
頁
、
長
谷
部
茂
吉
「
い
わ
ゆ
る
買
取
引
受
に
よ
る
新
株
発
行
の
効
力
」
裁
判
会
社
法
二
二
七
頁
。
な
お
星
川
長
七
「
第
三
者
に
対
す
る
新
株
引
受
権
の
付
与
」
株
式
会
社

　
法
の
論
理
と
課
題
一
七
三
ー
一
七
六
頁
も
こ
の
立
場
に
近
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
大
隅
．
前
掲
三
、
四
頁
、
鈴
木
編
．
前
掲
株
式
実
務
一
七
頁
、
矢
沢
ほ
か
五
氏
「
公
募
の
新
形
態
お
よ
び
買
取
引
受
契
約
に
つ
い
て
」
商
事
法
務
研
究
二
一
八
号
七

　
頁
な
ど
。
な
お
水
田
、
前
掲
金
融
法
務
事
情
三
四
頁
参
照
．

（
1
1
）
　
鈴
木
、
前
掲
商
事
法
務
研
究
三
頁
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
会
社
と
株
主
と
の
中
間
に
銀
行
が
介
入
し
、
銀
行
は
会
社
と
の
契
約
で
新
株
の
全
部
を
引
受
け
こ
れ
を
株

　
主
に
提
供
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
株
主
は
間
接
の
新
株
引
受
権
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
関
係
が
株
主
の
新
株
引
受
権
を
排
除

　
す
る
意
味
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
ド
イ
ッ
株
式
法
改
正
政
府
草
案
一
七
四
条
五
項
及
び
そ
れ
に
対
す
る
理
由
書
参
照
。

（
1
2
）
　
横
浜
地
判
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
支
判
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

ノヘ　　　　　　

151413
）））誠目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り

説
さ
れ
る
．

　
　
　
　
　
前
掲
下
級
民
集
二
四
七
八
頁
、
　
　
　
　
　
　
前
掲
判
例
時
報
三
七
頁
、
　
　
　
前
掲
商
事
法
務
研
究
三
頁
、
服
部
、
前
掲
判
例
評
論
三
頁
、

前
掲
一
八
七
頁
な
ど
。

高
鳥
、
前
掲
慶
鷹
義
塾
創
立
記
念
一
七
四
頁
以
下
、
津
田
、
前
掲
下
四
一
一
、
四
一
二
頁
。

服
部
、
前
掲
判
例
評
論
三
頁
。

田
中
誠
二
教
授
は
商
法
二
八
○
ノ
ニ
第
二
項
の
立
法
趣
旨
は
会
社
の
利
益
の
保
護
を
は
か
る
と
共
に
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
直
接
に
従
来
の
株
主
の
利
益
の
保
護
を

　
　
　
　
　
　
　
　
、
こ
の
株
主
の
利
益
保
護
の
う
ち
に
は
議
決
権
の
よ
う
な
参
与
権
及
び
少
数
株
主
権
の
よ
う
な
救
済
権
を
も
含
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
力

　
　
　
田
中
誠
、
前
掲
夙
八
八
頁
。

新
株
の
公
募
と
株
主
保
護

一
三

（
四
〇
一
）


